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日本女性会議2022 in 鳥取くらよし

大　会　宣　言

　私たちは、「Smile inくらよし ～だれもが共に笑顔になれる夢ある未来～」をテーマに、「日
本女性会議2022 in 鳥取くらよし」を開催しました。
　
　日本女性会議が開始されてから39年、多くの女性のたゆまぬ努力のもと、さまざまな法整
備や制度改正が行われ、人々の意識と行動に変化をもたらしてきました。しかし、近年多発
する大規模災害、また感染症の流行といった非常事態の中では、平常時には隠れていたさま
ざまな問題が噴出するなど、まだまだ多くの課題を解決していかなければならないことが明
らかになっています。

　こうした課題を踏まえつつ、私たちは、厳しい人口減少や少子高齢化に直面するわがまち
において、だれもが幸せで豊かに、そして「笑顔」で暮らせる社会を築くために何が必要か
について思いを巡らせ、さまざまな議論を交わし、考えを深めました。
　そして、この大会でつながった大きな輪を大切にし、男女共同参画社会の実現への歩みを
着実に進め、だれもが共に笑顔になれる夢ある未来の“バトン”を次の世代につなぎます。

　ここに、私たちは、宣言します。

　１　　 私たちは、お互いの人権を尊重し、生きやすい地域社会をつくるため、継続して男
女共同参画社会の実現に向けてあらゆる課題に取り組みます。

　１　　 私たちは、政策・方針決定の場や、社会のあらゆる分野への女性の進出を積極的に
推進します。

　１　　 私たちは、本大会で明らかになった課題や思いを次世代につなぎ、世代を超えた持
続可能なジェンダー平等の取り組みを進めていきます。

2022年10月29日
日本女性会議2022 in 鳥取くらよし
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大会1日目

分科会　新たに学生主体の分科会や体験型分科会も加えた９分科会を開催

交流会　新型コロナウイルス感染防止のため４会場で開催

打吹天女による倉吉市観光PR

ホテルセントパレス倉吉 倉吉シティホテル

関金都市交流センター 打吹回廊

バイオリン演奏でのおもてなし
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大会2日目

打吹童子ばやし・県立琴の浦高等特別支援学校によるオープニング

開会式

あいさつ
大会長

倉吉市長　  広田　一恭
実行委員長 田中　　響

内閣府男女共同参画局長　岡田恵子さんによる基調報告

基調報告　

祝辞
鳥取県知事　　　平井　伸治
倉吉市議会議長　福谷　直美
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Hui hula Linolinoによるクロージングダンス

大会宣言

特別講演（トークショー）

記念シンポジウム

閉会式

桜道里（オードリー）によるアトラクション

次期開催地　奈良県橿原市へのバトンパス
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物産展

総合受付

大会当日の風景

お出迎え

大会１日目のお弁当は倉吉北高の生徒が調理し参加者に渡しました。
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大会ボランティアスタッフ

分科会会場での作品展示 県内女性団体の作品展示



7

主催者あいさつ

　全国各地からたくさんの皆様をお迎えし、盛会のうちに「日本女
性会議2022 in 鳥取くらよし」を開催できましたこと、改めてご参
加いただきました皆様に、心よりお礼申し上げます。
　さて、今回で39回目を迎えた日本女性会議は、国連女性差別撤廃条約の批准や男女雇用機
会均等法が整備されるなど男女平等の気運が高まる中で第１回会議が開催されて以降、継続
してあらゆる女性問題の解決に向けた取り組みが議論されてきました。今大会では、「Smile 
in くらよし～だれもが共に笑顔になれる夢ある未来～」を大会テーマに、あらゆる年代の絆
を深め、男女共同参画の実現に向けた持続可能な推進体制の構築に向けて企画を進めてまい
りました。
　少子高齢化、人口減少に伴う家族や地域社会の変化、働き方やライフスタイルが多様化す
る中で、次世代への男女共同参画の取り組みをつなげていくことが重要な課題であると考え、
９つもの分科会の中では、ＳＤＧｓをテーマに、私たちの地域の未来について高校生からも
提案をしていただきました。また、記念シンポジウムでは、大学でジェンダー研究をしてい
る学生が、社会の中にある理不尽と違和感を覚えた自身の経験から研究を深め、東京大学名
誉教授の上野千鶴子さんと、これから生きていく社会について語り合っていただき、参加者
にも大きな感動を呼び起こしました。
　今大会の開催目的の一つに「受け継いでいく男女共同参画推進の取組」を掲げ、先人の取
り組みの歴史に触れながら、若い人が考えるジェンダー平等について世代を超えて互いに学
び合う大会を目指しました。大会を通して、あらゆる年代が関わり合うことで社会は変えて
いけると確信し、今後も世代間交流を基本に取り組みを進めていきたいと考えます。
　これまでの開催都市の中で、最も人口の少ない当市での開催でしたが、コロナ禍で人と人
との距離をとることが求められますが、心の距離は離れることのないよう「笑顔」で人と人
をつなぐ大会にしていきたいという思いで運営してまいりました。
　４年ぶりの現地開催ということもあり、全国からご参加いただいた皆様には、活発な議論
により参加者同士のネットワークの輪を広げられ、今後の活動に向けて心を一つにした大会
になったのではと感じております。
　結びに、大会にご協賛、ご協力いただきました企業・団体の皆様、ご寄付いただきました
皆様に厚くお礼申し上げます。またこの大会の開催にあたり、企画から準備、運営にご尽力
いただきました実行委員、スタッフの皆様、当日の運営にご協力いただいたボランティアス
タッフの皆様など、ご支援いただいた全ての皆様に心より感謝申し上げ、ご挨拶といたします。

大会長
倉吉市長

広田　一恭（ひろた　かずやす）
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　４年ぶりの現地開催となりました「日本女性会議2022 in 鳥取く
らよし」には、全国各地から多くの方々にご参加いただき、心より
お礼申し上げます。
　また、開催に際し、関係各位から多大なご支援、ご協力を賜り、大会を無事に終えること
ができましたことに、改めて深く感謝申し上げます。
　大会は今回で39回目を迎えました。39年前から多くの女性の皆様がジェンダー問題に立ち
向かい社会を変えたことで法が整備され、今私たちが活躍できる場がつくられています。
　倉吉市での開催が決定してから、長い時間をかけメンバーとともに議論を重ね、先人の思
いを胸に、様々な課題を出し合い、準備を進めてまいりました。当日は、会場を埋め尽くす
皆様の熱いまなざし、そして笑顔と熱気にあふれた光景を目の当たりにし、FACE to FACE
での交流の大切さや、人のあたたかさを実感いたしました。
　倉吉大会では、社会の現状を知り課題を意識する。そして、課題解決へ向けての行動へと
踏み出す勇気を全国の参加者の皆様と一緒に芽生えさせ、そこからさらに未来へとつなぐ大
会を目指して開催いたしました。
　記念シンポジウムでの上野千鶴子さんがおっしゃっていたように、鳥取県の課題は明らか
になりました。若い女性が、「ここに住み続けたい」と思えるようなまちを作ればいい。その
ために、もう一歩前へ踏み出す勇気を持たなければいけない。そしてジェンダー平等社会の
実現のためには教育はとても大切だ、と改めて全国へ向けて発信しました。
　性別や年代に関わりなく、顔が見える関係で男女共同参画の取り組みをつないでいくこと
で、これまでの取り組みを次世代へつなげていくことができます。誰もが生き生きと輝くた
めに多様な視点からジェンダー問題を考え、みんなで支え合い、助け合い、認め合う、誰も
が共に笑顔になれる夢ある未来を考えていけば、きっと未来は明るくなります。
　私たちは明日から何ができるでしょうか。何をしていきましょう。少しでも皆様に考えて
いただけるような大会になったのではないかと実感しております。
　最後になりますが、「日本女性会議2022 in 鳥取くらよし」に連なるすべての皆様の、ます
ますのご健勝とご多幸をご祈念申し上げてご挨拶とさせていただきます。

実行委員長

田中　　響（たなか　ひびき）

実行委員長あいさつ
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大会日程
月　　　日 時　間 内　　　容

１日目
2022（令和４）年10月28日（金）

12：30 ～ 14：30 前半分科会
14：30 ～ 15：30 休憩・移動
15：30 ～ 17：30 後半分科会
18：30 ～ 20：00 交流会

２日目
2022（令和４）年10月29日（土）

　9：40 ～ 10：00 オープニング
10：00 ～ 10：30 開会式
10：30 ～ 11：00 基調報告
11：00 ～ 12：10 特別講演（トークショー）
12：10 ～ 12：50 休憩
12：50 ～ 13：10 アトラクション
13：10 ～ 13：40 分科会報告
13：40 ～ 15：10 記念シンポジウム
15：10 ～ 15：40 閉会式

分科会一覧
分科会 分　野 テ　　ー　　マ

分科会１ ＳＤＧｓ 未来創造コンテスト～高校生が夢をかなえる第１歩～

分科会２ 性の権利と健康 「性（いのち）の権利を伝えたい」をカタチにするには
～自分の心とからだを大切にする～

分科会３ IKIGAI くらよし版♪人生会議
～よりよく生きるための今と心づもり～

分科会４ 女性の活躍 女性が望む道を歩むためには

分科会５ 防災 避難行動要支援者について知る
～あなたの近くの支援が必要な人へ、いざというときに…～

分科会６ 子どもの権利 障がいのあるなしに関わらず　共に学ぶ　共に育つ

分科会７ ネットフォーラム アバターでコミュニケーション

分科会８ ワーク・ライフ・
バランス

ジェンダーバイアスフリーの家事参画
～手軽、身軽、気軽の三軽から考えるジェンダーバイア
スフリークッキング～

分科会９ 健康とまちづくり ウエルネスウォーキング
旧国鉄倉吉線廃線跡～温泉地の５㎞コース
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分科会１ ＳＤＧｓ

日時：10月28日（金）12:30 ～ 15:00
会場：倉吉未来中心　大ホール

未来創造コンテスト
～高校生が夢をかなえる第１歩～

分科会の目的
　地元倉吉市内の高等学校に通う生徒が、自分たち自身で主体的に課題を探究し、持続可能
な社会を実現するための課題とその解決策を考えながら、鳥取県の魅力を全国に発信する挑
戦の場を創出し、成果を共有することを目的としました。

司会者
　鳥取県立倉吉西高等学校　３年　加藤　大雅
　　　　　　　　　　　　　２年　飯田　陽生

アドバイザー
　上野千鶴子（東京大学名誉教授）
　米谷　正児（リコージャパン株式会社マーケティング本部自治体事業部）

発表者
○鳥取県立倉吉農業高等学校　　　　チーム「青パパイヤ」
　岡田　直也（３年）　　陶山　深月（２年）　　濱　　千尋（２年）　奥園　虎大（２年）
　テ　ー　マ：TOTTORIパパイヤ普及作戦 ５年間の歩み
　　　　　　　～青パパイヤは鳥取農業の救世主になれるのか～
　研究の目的：鳥取県の農家数の減少と耕作放棄地面積の増加対策
　目指すもの：青パパイヤで…耕作放棄地の削減、農業経営の改善・特産品づくり
○鳥取県立倉吉総合産業高等学校　　チーム「スープはるさめ」
　中川さくら（３年）　　原田　桃花（３年）　　浅田　羽音（３年）　　山﨑みゆき（３年）
　テ　ー　マ：鳥取県地産地消計画
　研究の目的：鳥取県民でも鳥取の魅力を知らない人が多い
　　　　　　　地産地消計画で鳥取県の魅力に気づいてほしい
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　目指すもの：県内外の人に鳥取県の食に興味をもってもらう
　　　　　　　若い世代に鳥取県の豊かさを知ってもらう
○鳥取県立倉吉西高等学校　　　　　チーム「倉吉広域緑化団」
　中野　一天（３年）　　光村　太希（３年）
　テ　ー　マ：倉吉を緑の街に
　研究の目的：自然の大切さを知る、二酸化炭素排出削減、地域の絆を高める
　目指すもの：環境保全を自分事として考える（これからの未来を創るのは私たち）
　　　　　　　今日からできることを実行する（マイボトルや省エネ対策など）
○鳥取県立倉吉西高等学校　　　　　チーム「Kura Love」
　入江　輝夕（３年）　　玉木　遥叶（３年）
　テ　ー　マ：地域魅力発見～鳥取県中部って素晴らしい～
　研究の目的：鳥取県の魅力を知ってもらう、交流人口の増加
　目指すもの：動画を作成し、地域の魅力を発信していく
○鳥取県立倉吉西高等学校　　　　　チーム「田舎の女子高生」
　伊垢離　夢（２年）　　中本　彩花（２年）　　毎田　花帆（２年）
　テ　ー　マ：自分らしく生きるために～人気YouTuberから学ぶ～
　研究の目的： 性的マイノリティの方が、自らのセクシュアリティを隠すことなく過ごせる

社会をつくりたい
　これから目指す行動：
　　　　　　　性別ではなく、自分の「やりたい」と思ったことをやっていく
　　　　　　　生きやすい社会をつくるために個々を尊重できる人になる
　　　　　　　理解促進のため学校での学習機会を増やす
○鳥取県立倉吉西高等学校　　　　　チーム「＃未来発見」
　花池　郁美（１年）
　テ　ー　マ：鳥取県中部地域の里山でＳＤＧｓ
　研究の目的：中部地域の問題点の解消（少子高齢化、人口減少、放置農地、観光開発）
　　　　　　　⇒問題・課題が解決されるような仕組みを詰め込んだ里山づくり
　目指すもの：中部地域ＳＤＧｓの里／ＳＤＧｓ旅行（未来のライフスタイルを提案）
　　　　　　　ＶＲの活用
○鳥取県立倉吉東高等学校　　　　　チーム「地域活性戦隊ロクレンジャー」
　前田　緯吹（２年）　　荒木　燿也（２年）　　河村　幸信（２年）　　山本　優吾（２年）
　山本　　常（２年）　　佐々木健介（２年）
　テ　ー　マ：地域活性戦隊ロクレンジャー　地元をHappyに!!
　研究の目的：今、鳥取県にある資源を活かして、「人口の社会減少」と戦う
　　　　　　　鳥取の資源×制度・アイディア＝魅力アップ＆アピール
　目指すもの： 支援する側と支援される側のボーダーレス化（事業を結ぶ･繋げることで強化する）
　　　　　　　金額で行為の価値をはかることをやめる（事業を身の丈の規模で展開する）
　　　　　　　自由度のある支援＋過程の支援⇔地域に貢献（事業への参画･挑戦を支援する）
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発表・質疑の様子
　会場には高校生・一般の方合わせて約1,000人が参加。オンラインでも市内の３校約400人が
配信を視聴しました。
　ひとつひとつのチームのエントリーへの動機、問題意識や取り組み方、課題へのアプローチ、
プレゼン方法はさまざまでした。先輩から引き継いだ研究成果を後輩につなぐもの、子ども
の頃の実体験を原点に、高校１年生が初めて一人で探究にチャレンジした現段階の成果、自
分たちのこととしてＳＤＧｓを考えようという会場への呼びかけなど、高校生は、自分たち
が今考えている、今の時点での精一杯を、思い切り発表しました。
　アドバイザーの上野千鶴子先生、米谷正児先生は、高校生の発表に対して、一つ一つ丁寧
に向き合い、その課題を自分自身のこととして向き合うことの大切さや他の地域での成功事
例など、示唆に富む指摘や助言を、伝わる言葉で的確に伝えてくださいました。その指摘や
アドバイスを受け止めた発表者たちは、質疑応答を通じて今までにない新しい視点に気づき、
さらに探究を深め、広げていこうとする思いを持つことができました。

分科会１提言
若者の力を未来に―主体的に行動を起こせる基盤づくり―
　若い人たちが、自分の足元にある課題を切実な自分の問題と考えて主体的に動こうとした
とき、その思いを受け止め、ともに学びながら未来につながる基盤づくりをしていける社会
であるように、どんな時でもだれもが今いるその場所で、安心してベストを尽くせる環境の
創出を提言します。
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分科会２ 性の権利と健康

日時：10月28日（金）12:30 ～ 14:30
会場：倉吉未来中心　小ホール

「性
いのち

の権利を伝えたい」をカタチにするには
～自分の心とからだを大切にする～

分科会の目的
　今の性教育に対する課題から、今後の取組方法を考えます。また、性教育など性に関する
ことへの大人の思いが子どもたちへ与える影響も考えます。

講師　遠見才希子（産婦人科医）

コーディネーター
　尾崎かおる（ 国際女性の地位協会理事、鳥取夫婦別姓と女性の地位向上を考える会代表、鳥取

県議会議員）

パネリスト
　原野　友重（福岡県人づくり・県民生活部生活安全課　参事補佐兼暴力・犯罪被害対策係長）
　事例発表：福岡県性暴力根絶条例に基づく取組
　白岩　有里（鳥取県子育て・人材局　福祉相談センター　女性相談課長）
　事例発表：鳥取県ＤＶ予防啓発支援員活動事業について

講　演
　「もっと気軽に　楽しく まじめに　性を考える場」が必要だと、遠見さんは啓発活動を続けています。
　「性と生殖に関する健康と権利（SRHR：Sexual Reproductive Health and Rights）を守り、包括
的性教育により性を人権の視点でとらえ、幼い時から体系的に学ぶこと」「国際セクシュアリティ
教育ガイダンスの指針に沿って学ぶこと」が権利を守るためにも重要とし、ガイダンスの「同意・
プライバシー・体の保全」を含めた５歳～８歳の学習目標を盛り込んだ絵本を作成されました。
知ることにより性行動に慎重になって初体験の年齢が上がることや意図しない妊娠や性感染症の
リスクが下がることが教育効果と示されているとのこと。そして、「私たち大人の役割は、子ども
が安心して話せる関係でいること」、「いやだ」って言えなくても、逃げられなくても、あなたは
悪くない。「話してくれてありがとう」一緒にできることを考えよう。講演では、産婦人科医とし
て性感染症、避妊、中絶の話にも触れつつ、「包括的性教育
の推進と同時に利用しやすい社会システムを整えること」な
ど性の権利は人権であると話され、私ができることのヒント
をたくさんいただきました。
　人生は一回きり。自分らしく幸せに生きる権利を大切にし
あいましょう。「失敗させないための教育は大切だけど、失
敗やつまずきや傷つきがあったときに、『大丈夫だよ』『こん
な選択肢があるよ』と言える社会に、当事者の声を聞き『同



14

じ目線で一緒に考えるSRHR が尊重される社会』『女性や若者を管理下におき指導するパターナリ
ズムから脱却し、選択肢を増やし、自己決定ができる社会』に」など楽しくまじめに、性につい
て考えました。

パネルディスカッション
　尾崎かおるさんのコーディネートで進めていただきました。
　福岡県庁の原野友重さんより「福岡県性暴力根絶条例に基づく取り組み」について紹介いただきま
した。福岡県では、施策の３本柱の一つ、「性暴力根絶に向けた教育・啓発活動」において、「性暴
力対策アドバイザー派遣事業」を実施しています。令和２・３年度を先行実施として、令和４年度か
らは、全ての公立の小学校高学年、中学校及び高等学校において本格実施しているとのことでした。
　鳥取県の白岩有里さんより「鳥取県デートDV予防啓発事業」について紹介いただきました。平
成22年から支援員を養成し、高等学校を中心に毎年約100回支援員を講師派遣しています。鳥取県
教育委員会人権教育課の講師派遣事業一覧に掲載されていることにより定着化しており、近年は
中学校へも派遣しているとのことでした。

会場からの意見
  • DV予防啓発が全国に行き届いていない　参考にさせていただきたい。
  •  性加害教員を退職させることなく、転任させて、うやむやにしてい

ていいのだろうか。

分科会２提言
　乳幼児期から大学生、そして大人も健康や幸福の実現に向けて性教
育を包括的にポジティブに学ぶ権利を保障するために、仕組みを作る！

「私ができること　やる木」
　参加して心に決めたことを参加者に付箋紙に書いていただき、

「私ができること　やる木」に花を咲かせていただきました。
付箋には
  • タブー視せず、正しい知識を伝えていく
  • まずは自分の住んでいる地域の性教育の実態を調べる
  • 『だいじ だいじ どーこだ？』子どもたちに読んであげる！
  • 遠見さんの本を小中学校の図書室に置く！
  • 家庭の中でも明るく正しく性教育!
  • 先進的取り組みを知ることが出来、次の目標がみつけられた。
  •  どこで生活をしていても、誰といても、一人でも、どんな経済

状況でもいつでも科学的で、人権の視点からの正確な情報・支
援・医療が得られることが常に保証されている。そのような社
会を私たちが創る！繋がって…

  •  福岡の取り組みいいですね、国も取り組みにしてほしい。
  •  性の権利を皆が持つためには国のトップを動かす必要ありと強く感じた。
  •  被害者が頼れる大人、組織を目指していきたいです。これからも啓発活動頑張ります。
など、たくさんのメッセージをいただきました。
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分科会３ IKIGAI（いきがい）

日時：10月28日（金）12:30 ～ 14:30
会場：倉吉未来中心　セミナールーム３

くらよし版♪人生会議
～よりよく生きるための今と心づもり～

分科会の目的
　自分が今何を大切に考えているかをあらためて考えてみるということ、また、その考えた
ことをこの倉吉で出会った参加者の皆さんとじっくりと共有するという体験を、カードを使
いゲームのような感覚で楽しみながら進める。

講師
　長谷川理恵（Being Prem代表）

課題の設定
　分科会の企画を考える際には、誰もが考えがち
な、「自分はこうあるべき」という考えが、自分や
他人を苦しめてしまうことがあるのでは？という
点を検討テーマとする。

分科会の内容
　鳥取県内で人材育成と子育てをテーマとして活
動をされているBeing Prem代表の長谷川理恵さん
を講師に、始めに「ＩＫＩＧＡＩ」について学ぶ
場を設けた後、約160名の参加者が3人ずつに分か
れ、グループワークの方法で自身の強み、他人か
らみた自分、自分が何を大切にしていきたいかなど様々な視点で自身を見つめ直す形式で会
が進みました。（“わたしの”大切な言葉を考えるカードゲーム）
　ほぼ満席となった会場内では、皆さんが本当に楽しそうに意見交換をされ、お互いに拍手
をしながら話し合うなど、マスク越しでも笑顔がわかるような、とてもにぎやかで、温かな
空気を感じる分科会となりました。

長谷川理恵さんのお話
「ＩＫＩＧＡＩ」は人生のすべてを表す言葉
「ＩＫＩＧＡＩ」とは、翌朝目覚めるための理由
　どのような社会でも、個人がそこに生きがいを見いだすことはできると思っています。し
かしそのことにあまり「強く意識していない」「気がついていない」ということがあるのでは
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ないかと思います。
　「生きがい」についての大規模な研究に、「自分が大切にしていることと、社会が求めてい
ること、そこの交わりのところに『生きがい』がある」という調査結果があります。
　自分はどんな社会（家庭、職場、サークルなど）に所属しているのか、そして、そこで自
分はどんなことを期待されているかを考えていく中で、だんだんと自分の生きがいが見えて
きます。
　自分のしていること、できることは、社会の期待に応えていることなんだと思える人が1人
でも多くなり、みんながつながり合いながら、社会に応えていける、そんな社会になるとい
いと思います。

参加者の皆様の決意
　参加者の皆さんがそれぞれの決心（今日の決心、これからも続けることなど）を付箋に記
載しました。
  ・私もあなたも笑顔で過ごす
  ・１日１個、小さな目標を作って成し遂げる
  ・いつも明るく　今日も元気に
  ・今日在ることに感謝の心を忘れない
  ・自分の人生を楽しむ　楽しく働き楽しく学び幸せに過ごす
  ・家族との時間を大切にする
  ・未来に希望があるよう、私も後輩たちの背中を押していきたい
  ・小学４年から付けている日記は169冊目。これからも続ける
  ・自分の気持ちにうそをつかずに「好き」を大切に生活する
  ・許しのプロになる　仲間のひらめきを実現する
  ・周りの人の幸せを願える余裕を持つ
  ・学び続けることを楽しむ

分科会３提言　「IKIGAIを探求する」
　分科会では「生きがいを持つことは明日の朝、起きるための理由になる」「充実した生きが
いがあると、明日が待ち遠しくなる」というメッセージに共感が集まっていました。
　そこで分科会３からは、今回の女性会議のテーマでもある「誰もが共に笑顔になれる夢あ
る未来」の実現のため、「IKIGAIを探求する」ということを提言します。

　今回は分科会をきっかけに「IKIGAI」をテーマとして、あらためて自分を振り返る時間を
設け、集った仲間の協力も得ながら、自分自身の大切さに気づいたひと時となりました。
　こういった温かい気持ちでみんなが笑顔になれるよう、今後も「わたしのIKIGAI」を探求
していきます。
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分科会４ 女性の活躍

日時：10 月 28 日（金）15:30 ～ 17:30
会場：倉吉未来中心　小ホール

女性が望む道を歩むためには

現在の課題と分科会の目的
　社会の固定的な性別役割分担意識などを背景に、結婚や出産、育児などのライフステージ
の変化によって望んだ仕事で働き続けること、家庭や職場、地域等でやりたいことにチャレ
ンジすることを諦めなくてはならない現状がある。
　そこで、分科会４では政治、地域、企業、農業の各分野で活躍している方、また学生とし
て自分の希望する将来を目指している５組の方々に、女性が望む道を歩むためにはどのよう
に考え、行動するべきかを会場の参加者と一緒に考える。

進行
　尾崎真理子（公益社団法人 鳥取県人権文化センター次長兼上席専任研究員）

発表者
　（政治）池田　幸恵（大山町議会議員・猟師）
　（地域）高塚　綺子・勝　夫妻（琴浦町八橋２区 元区長）
　（企業）松田　仙美（丸由百貨店業務管理本部長
　　　　　　　　　　　 （株式会社鳥取銀行 前倉吉支店長））
　（農業）杉川一二美・将登　夫妻（㈱Ａｇｒｉすぎかわ代表）
　（学生）青木　優奈（鳥取大学医学部学生）

プレゼンテーション（女性が望む道を歩むために）
　①（政治）池田幸恵さん
　　・家族の協力が一番（自分が心休める場所があること）
　　・一人ではできることに限界がある（一緒に取り組んでくれる仲間づくり）
　　・まず自分が動くこと（後継者が育つまで、または最後までやりきること）
　　・推してもだめなら引いてみる。（お接待とお節介は紙一重）
　②（地域）高塚綺子さん・勝さん　夫妻
　　・町内会役員にクオーター制を提案し成果を上げる
　　・皆が役員を経験する女性の会での体験を通じて女性の役員就任を後押し
　　・町内会だけに留まらず、老人クラブなどでも女性役員の就任につながっている。
　③（企業）松田仙美さん
　　・ 一企業人であっても、自分の夢と信念を大切にし、一歩先の自分を描きながら歩み続

けたい。
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　　・ 日常生活を含むすべての経験が、人を成長させてくれる。仕事をする上でも貴重な財
産となり、役立つため、色々な経験を大切にしたい。

　　・多様な特性が理解され、笑顔あふれる優しい社会の実現を目指し、全員で取り組む。
　④（農業）杉川一二美さん、将登さん　夫妻
　　・家族経営協定を夫婦で締結
　　　⇒仕事の役割を持つことで、農業が楽しくなる
　　　　家事を分担することで、時間と気持ちのゆとりができた
　　　　日曜日を休みにしたことで、子育ても楽しめるようになった
　　　※ 家族経営協定とは…家族農業経営に携わる世帯員が、経営方針や役割分担、家族が

働きやすい就業環境について、家族間で十分な話し合いに基づき取り決めるもの
　　・ 夫婦はお互いに認め合い、感謝する気持ちを持つ、周りの人は、背中を押したり、応

援や協力をする
　⑤（学生）青木　優奈さん
　　・ 不平等や男女感のステレオタイプに気づく
　　・ それはおかしいのではないかと思う
　　・ 自分が自由に選択する勇気を持つ
　　・ ジェンダー平等＝選択の平等性（男性、女性ともに平等な機会、選択のチャンスを持

てる社会）

【会場からの質問やメッセージ】
■質問
　〇池田　幸恵さん
　　Ｑ：女性の政治参画について支援者をどのようにして得たのか。
　　Ａ： 元々は家業である農業の問題解決のための取組から始まり、関係する人々とのつな

がりに伴ってその取組も広がっていった。議員としての活動もそのような問題解決
のための手法としてつながったものであり、ともに活動する仲間の支援に支えられ
ている。

　〇高塚　綺子さん・高塚　勝さん
　　Ｑ：クオーター制の導入、役員就任の負担、女性の反応はどうか。
　　Ａ： 女性の会（レディース）での役員経験などを通じて、自治会役員への就任に対して

も抵抗感はあまりなく、その後も女性の役員就任は継続されている。区民運動会や
女神輿（みこし）の取組を通じて若年世代の女性とのつながりもできていると思う。

　〇松田　仙美さん
　　Ｑ：働き続けるために仕事と家庭での家事・育児等との両立をどうしたか。
　　Ａ： 仕事と家事・育児を一人で両立することは難しい。家族との十分な話し合いを通じ

て自分の信念・想いを家族に伝え、家族の理解と協力を得ることが大切であり、家事・
育児を一人で抱え込まないことが必要である。

　〇杉川一二美さん・杉川　将登さん
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　　Ｑ：家族経営協定を形式的でなく実質的なものとして守っていくために大切なことは何か。
　　Ａ： 家族経営協定の締結は目的ではなくスタートラインであると研修会で皆さんに説明して

いる。そこから自らも勉強会等を通じて農業を学び、家族内での自らの役割を持つこと
によって、自分の望む農業を目指して、主体的に経営に参画していくことが必要である。

　〇青木　優奈さん
　　Ｑ：「男は仕事、女は家庭」といった考え方は若年層の中で薄れていると感じるが…。
　　Ａ： 若年層においても女性のみが家事に不安を感じる等、無意識の思いこみとして性別

役割分担意識は、依然として残り続けており、決して改善されてきてはいない。「選
択の平等性」のためには、若年層も含めて無意識の思いこみを払拭し、自分で選択
する勇気を持てるようにしていくことが必要と考える。

■発表者へのメッセージ（参加者のコメント）
　〇池田　幸恵さん
　　　他県から鳥取（大山町）に来て、皆のために色々なことに取り組まれていてすばらしい。
　　ポジティブさ、バイタリティーに驚いた。
　〇高塚　綺子さん・高塚　勝さん
　　 　地域（自治会）役員にクオーター制を導入された発想がすばらしい。女性のエンパワ

メントを引き出す手法に拍手したい。
　〇松田　仙美さん
　　 　女性の寿退社が当たり前だった時代から、夢と信念を持ち続けて頑張ってこられたこ

とはすばらしい。今の時代を創られたすてきなロールモデルだと思う。
　〇杉川一二美さん・杉川　将登さん
　　 　県外で保育士をされていた方が鳥取（北栄町）の農家に嫁がれて、夫婦でより良い農業、

生活に向けて取り組まれたことはすばらしいと思う。ご家族の皆さんの思いやり、家庭
の温かさが伝わってきた。

　〇青木　優奈さん
　　 　「ジェンダー平等＝選択の平等性」は、とてもわかりやすく

合理的な説明だと思った。「自分が自由に選択できる勇気を持
つ」この言葉に大変感銘を受けた。男女を問わず選択を恐れず
生きられる教育、環境整備が必要だと思った。

分科会４提言
　① 女性自身の突破力…うまくできるかより、やってみる、経験するという姿勢の重要性
　　やってみることでできるようになり、助けてくれる人ができる（家族にも、周囲にも）。
　②学ぶことの重要性…やりたいことのために学び続けることの重要性
　③男性の行動…女性の活躍に共感し、共に活動する男性の重要性
　　 　女性が自分の考えを主張したり、社会や組織で活躍しようとすると、周囲から反対に

遭いやすい。男性が言うことの方が通りやすい。物事を決める権限でも男性の影響力が
大きい現状を考えると、女性の活躍に共感し、共に活動する男性の行動が重要である。
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分科会５ 防災

日時：10 月 28 日（金）15:30 ～ 17:30
会場：倉吉未来中心　セミナールーム３

避難行動要支援者について知る
～あなたの近くの支援が必要な人へ、いざというときに…～

分科会の目的
　障がい児・者への防災の取組や、時間とともに取り残されていく人々の特徴やその対応に
ついて共有し、配慮が必要な方への対応や地域のつながりの必要性を考える。

講師
　永田　　拓（社会福祉法人リンク理事長）
コーディネーター
　山下　弘彦（日野ボランティアネットワーク代表）
パネリスト
　白鳥　孝太（鳥取県災害福祉支援センター特任参事）
　リチャードソン晶子・恵美里（医療的ケア児と母）

講演会
多様な地域の人々
　全人口の 7.6％がなんらかの障がいがあり、その中で知的障がいの方は 100 万人おられ、施
設などに入居されているのは全体の１割程度で、ほとんどの方が、地域の中で暮らしています。
また、地域や周りの方に理解されにくい精神障がいの方は 400 万人を超え、私たちの暮らし
ているまちには必ず障がいのある方がおられるという認識が必要です。
　災害が起こると、誰もが被災者となり、その中でも障がいのある人や生活しづらい方が有
事の時には取り残されてしまいます。また、障がいのある人が、声をかけることも勇気がい
ることです。

「あの日なにがあったか」
　2018（平成 30）年に倉敷市真備町で起こった西日本豪雨災害での体験をもとに、災害時に
必要な人のつながりについてお話します。
　水害の被害を受けた真備町は、都市部と違い地域の繋がりが色濃く残る町です。
　今回お話をする方は、知的障がいのある女性で、16 歳の時から支援を行っていました。彼
女は、その時 5 歳の子どもと二人暮らしでした。
　「晴れの国」岡山では珍しく、1 週間ほど雨が降り続き、その日は経験のないような雨が降って
いました。自分も避難の準備を行なっていた時、「彼女はどうしているかな」と思い電話をかけま
した。電話がつながっていることで、彼女と私は安心していましたが、避難方法などを彼女には
教えていなかったため、「逃げる準備をしてください」と言っても「何をすればよいか分からない」
という返事だったので、「旅行に行く準備をして」と伝えました。彼女は「何日分の？」などと言
いながら準備をはじめました。夜中の２時頃、町中のサイレンの音で子どもはパニックになり大泣
きをしていると連絡がありました。そのサイレンは避難を促しているものだったのですが、私が彼
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女に「逃げろ」と言わなかったため、彼女たちは家に留まりました。
　明け方彼女から、「永田さん助けて」と最後のメッセージが来ました。消防に連絡しても救
助は難しいとの返事、「助かってくれ」と遠くで祈るだけでした。
親子が残したもの
　水が引き始め、同じ法人の支援者が彼女の家に行った時、二人は抱き合って亡くなってい
ました。
　二人の葬儀には、多くの地域の方が葬儀に参列してくれました。これまで地域とのつなが
りのなかった親子の葬儀になぜ？と思い、参列者に聞いてみると「なにか障がいがあるのか
なとは思っていたが、一生懸命子育てをしていて、頑張っているなとの思いで陰ながら応援
していた。」と答えてくれました。この時、福祉サービスを受けていたので地域との関わりが
なくても生活ができているとの思いがあり、近所との関わりを考えていなかったことがとて
も悔やまれました。
　このようなことが、２度と起こらないためにも、「人ごとではなく、明日災害が起きるかも
しれない」との思いを持ちながら、だれもが暮らしやすい社会を作るために、この出来事を
みなさんに伝え、地域のつながり、仕組みを作っていかなければならないと思っています。

パネルディスカッション
　パネルディスカッションでは、まずパネリストの晶子さんが、恵美里さんの病気が分かり、
その後急変し「恵美里さんの命は終わってしまうのではないか」と思ったことをきっかけに、
生きて退院できたらいろいろな経験をさせたいと決意したなどを話されました。そして、恵
美里さんが病気を宣告された時や、その後のリハビリで始めた手形足形アートのこと、また
今年 4 月に小学校に入学するまでのお話や、遠出の旅行や地域の行事にも積極的に参加して
いることなど話されました。緊急時に必要な事として、恵美里さんは電気を必要とする機器
を使用していることから電源の確保が命につながることなど、災害時に医療的ケア児に必要
な対応などを話されました。
　恵美里さんには看護師が付き添い、登壇中もケアが必要な時にはすぐに対応できるよう体 
制を整え出演されました。
　続いて白鳥さんは、東日本大震災で、障がい者とその家族が避難所に入れずに苦労された
事例と鳥取県中部地震の際、必要な情報が得られずに自宅の修繕が遅れた方々のことなど、
災害後に地域の復興の中で取り残されてしまう人、特に取り残されがちな、障がいのある人、
高齢者、外国人、地域内の人間関係が薄い人などを見つけて支援につなぐ仕組みづくりを、
鳥取県が始めたことを話されました。
　最後に過疎・高齢化が深刻な町で平時からのつながりを大切にする活動をされているコーディ
ネーターの山下さんが、障がいのある人や、配慮の必要な方々への対応については、日本のどこ
で災害が起きても、永田さんの講演にあった岡山県真備町であった悲しい出来事が二度と起こら
ないよう、地域とのつながりを作ることが大切だという言葉で締めくくられました。

分科会５提言　
　日頃の立ち話から始め、お互いに顔の見える関係、いざという時にも声をかけ合えられる
関係を作りましょう。
　顔が見える関係で地域でのつながりを深めていく分科会になったと感じています。
　皆様の大事な一歩となることと信じて…
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分科会６ 子どもの権利

日時：10 月 28 日（金）15:30 ～ 17:30
会場：鳥取短期大学　大講義室

障がいのあるなしに関わらず 共に学ぶ 共に育つ　

分科会の目的
　子どもたちが多様性を受け入れ認め合いながら過ごすには、大人はどうしたらよいかを考
える。障がいのあるなしに関わらず、ともに学び・ともに育つとはどんな学校なのか、映画「み
んなの学校」の大阪市立大空小学校元校長の木村泰子先生の実践された取り組みから学ぶ。

講師
　木村　泰子（『みんなの学校』大空小学校（元）校長）
コーディネーター
　浜田　妙子（鳥取県議会議員、保護司）
パネリスト
　得田　　優（自然がっこう旅をする木代表）
　田村　　崇（鳥取こども学園自立援助ホーム統括寮長）
　宮下　諒太（公立鳥取環境大学４年生）
司会進行
　山下　千之（部落解放同盟鳥取県連合会女性部長）

講演会
　私は2005年に大きな小学校の校長になりました。そこで見たものは、大人が人を排除して
いること、また、子どもも無条件に自分と違う友達を排除している光景でした。この学校で1
年間学んだことは大きかったです。その翌年に大空小学校が開校し、校長になりました。
　大空小学校は特別じゃない当たり前の普通の学校です。優先順位の一番はその地域の子ど
もの学習権を確保することで、児童が学校に来てくれなかったら私たちは無能となります。
憲法第26条の学習権を保障するために大人のチーム力が必要なのです。大空では保護者をサ
ポーターと呼んでいます。
　大空には、9年間で「不登校」「発達障がい」などのレッテルを貼られた50人の子どもが引っ
越しをして転校してきました。障がいがあると地域の学校に行けないなんて、問い直しをし
ませんか。
　１番驚くのはいまだに授業中に勝手にトイレに行ってはいけない。大人は手をあげて行っ
たりしませんよね。子どもは、もし逃げ出したとしてもクールダウンして戻ってきてくれます。
　４年生で転校してきたせいちゃんは、前の学校では支援学級でした。大空に来て１年もた
たない間に教室に居られる子になり「僕は学校に居れる子になりました。だから前の学校に
帰ります」と私に言いに来ました。理由は学校に行かないことでお母さんとお父さんが大喧
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嘩して別れてしまったので、学校に通えるようになったから、またお父さんと暮らしたいと
いうことでした。
　せいちゃんは前の学校の支援学級を「独房で不穏な個室」と言っていました。みんなが遊
んでいるところに「僕も入れて」と言うと「頭の脳みそを入れ替えたら遊んでやる」と言われ、
そんなことできないからぼくは一生遊んでもらえない。だから運動場の砂をつかんで投げた。
通常学級の先生はその状況を見ていません。「せいちゃんにまた砂かけられた」「暴力ふるわ
れた」と子どもが言うので、通常学級の担任はせいちゃんを呼び出し皆の前で「砂を投げる
のは暴力だよ、みんなに謝りなさい」と指導しましたが、せいちゃんは「ぼくは謝らない」
と言いました。
　映画の中でも謝ることが大嫌いなせいちゃんが映っています。教員の言動が通常学級の子
どもたちを不幸にし、そのまま大人になる。もし通常学級の子に「せいちゃんが砂を投げな
いようにするにはどうしたらいい？」と問えば、子どもたちは「一緒に遊んだら砂は投げない」
と言います。でも「遊びたくない」とも言うかもしれません。
　せいちゃんが高校２年の時の言葉です。「インクルーシブ教育は障がいのある子とない子を
一緒にするということではない。一人ひとり違った子がそれぞれの違いを互いに尊重し合っ
て対等な関係になる。これがインクルーシブ教育です。自分には発達障害はありますが病気
ではありません。障がいはその人の個性です。今
の世の中その個性を潰しています。それぞれの個
性を尊重すれば差別はなくなります。大空小学校
は、ぼくの当たり前を受け入れてくれました。こ
れで自分の隣にいる人を尊重しなければならない
ことを学んだ、大空が特別だからで終わらせず、
みんなの学校は作ろうと思えば作れます。障がい
という偏見で子どもの夢を壊さないでください。
ぼくは差別で苦しんでいる子の味方になりたい。」

パネリストのお話
宮下　涼太さん
　小学生の時は本が大好きでたくさん読んでいました。その影響か、勉強はできた方です。
でも、感受性が鋭い上にこだわりが強く、多くの「生きづらさ」を抱えていました。
　中学入学時に大きくつまずき、不登校になり1年生の1学期だけしか行けませんでした。きっ
かけは体育の授業です。200ｍを35秒以内に走ることを課せられました。それが達成できない
と、何度も走らされました。しかも連帯責任で、早く走れない僕は、クラスメイトからお前
のせいだと冷遇され始めました。先生に泣きそうになりながら嫌です、と訴えても、「家で練
習してこい、俺を倒してみろ」と言われました。ひどくショックだったのを覚えています。
　不登校になってからは、何もできず寝ている日々でした。自分に対しての絶望と、周りに
誰もいない孤独が、とてもつらかったです。そんな状態だから、勉強なんかできませんでした。
しかし、中学2年生の終わりごろに勉強を再開しました。きっかけは兄がアニメ「進撃の巨人」
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を見せてくれました。続きが気になるいいところで切って、「この続きを見たかったら、１日
１ページでもいいから勉強しろ。勉強したら続きを見せてやる」と言いました。それがきっ
かけで、毎日勉強するようになり、独学で中学卒業時には大体カリキュラムに追いつけまし
た。しかし高校を選択する時は、人と関わっている自分が想像できず、日曜日だけ通える通
信制高校を選びました。自分のペースで学んでいくことを決め、ここでも必死で勉強しました。
高校時代は、独学の大変さを思い知ったり、父が亡くなったりと大変でしたが、勉強を続け
大学に入学することができました。
　中学・高校時代の６年間、まったく人と関わってこなかったものですから大学時代は、人
間関係でとても苦労しました。それでも、自分にも社会にも負けたくなかったので大学入学
を機会に自分を変えたいと思い、色々なことをやりました。勉強、サークル活動、文芸誌発行、
ランニング…等です。色々な活動を通し自分を鍛えました。今では、どんな不幸が起きても、
それに打ち克てるようになりたいと思っています。
得田　優さん
　世界に一人で旅に出たことがその後に大きく影響しました。この旅で、子ども時代が大人
を形成していくとても大切な時代ではないかと思いました。旅の中で色んな子どもたちを見
て感じました。ヨーロッパやアフリカの人たちとしゃべって、「嫌なこと」「してほしい事」はっ
きり伝えている。この経験から、こんな風に生きたいとデザインしていきます。日本ではそ
れがなぜ難しいのだろうと疑問に感じ日本に戻ってきました。
　その後、環境教育という自然の中で子どもたちがどう育つのだろうというファシリテーター
の勉強を始めます。僕が目指すのは多様な個性の子どもたちが、人や社会とつながりながら
育つ場です。多様な価値観を持つ人が孤独ではなく、人とつながっているありのままでいら
れる社会です。
　倉吉市に移住し、環境教育などを学び2014年に「自然がっこう旅をする木」を立ち上げま
した。現在「自然がっこう旅をする木」のオルタナブルスクールに10人、幼稚園に12人通っ
ています。田んぼだった所に自分達で小屋を建て、電気・ガスも引きました。1日の過ごし方
は子どもがデザインします。テーマは「自然と暮らし、遊びと学び」です。室内か室外を自
分で選び、ご飯も食べたい場所や時間を自分で決める。子どもたちはいっぱいお話ししなが
らご飯を食べます。
　すべてのベースになっているのは「安心感」です。この場所に居て安心できるという環境
をどう大人が整えていけるのか。その取り組みの一つは異年齢（3歳から12歳）で過ごしてい
ることです。お姉ちゃんお兄ちゃんは下の小さい子をケアしようとする等、昔の地域の中で
普通だった事が自然がっこうには今もあります。
　どんな大人になれるかではなく、あなたはあなたでいいということを伝えたい。親も子も
ありのままの自分を認めていける場所を創っていきたいと活動しています。
田村　崇さん
　簡単に言うと、自立援助ホームは15歳から20歳まで（状況によっては22歳まで）の自分の
家で暮らすことが困難な子どもたちが自立を目指して生活していくホームです。児童養護施
設は高校生までですが、その次の施設で働きながら自立を目指すところです。
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　人との出会いでこの仕事につきました。この仕
事をしていると色々な出会いがあります。今出
会っている若者たちもやがてホームを出ます。た
くさんの子とその後も付き合いを続けています。
この子たち一人ひとりに共通して言えることは

「孤独」です。小さい時から養護施設で育ち、年
齢がきて社会に出なければならない。アパートで
一人暮らしを始めると、ふと孤独感が出てくる。
寂しいのです。切実な思いとして感じています。
　伝えたいことは、「思い・描き・続ける」です。

「思う」ことは比較的皆さん行っています。「描く」はアクションです。実際、形にしてみましょ
う。ここに移動しなければ思いだけで止まってしまいます。思って、アクションをおこし「続
ける」ことです。でも続けることは難しいです。続かないことを「三日坊主」と自分を責め
てしまいます。でも責めなくていいのです。人間の脳は新しいことを好まないのです。また
始めればいいのです。思い始めたことを休みながらでも続けていけば良いと思っています。
　木村さんのお話を聞いて、自分の中でモヤモヤして言語化できていないことがたくさん言
語化できました。　　
　今後の自分の活動に活かしていきたいと思います。

分科会６提言　
　①子どもたちに主体的な学びの機会と居場所を確保しよう
　②多様性を認め合い尊重し、インクルーシブな教育と社会の創造をめざして行動を起こそう。
　③まず大人が変わろう
　子どもたちの思いが発露、吐露できる居場所とは、周囲の受容と関りとは、子どもたちが、
楽しみ喜び、自ら主体的に求めて学ぶ環境とは、どんな大人の姿と社会を創造すればよいか
を考えるきっかけとなり、方向性に導きと示唆をいただきました。
　インクルーシブな教育・社会の創造に向けて、変るべきは子どもではなく大人です。
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分科会７ ネットフォーラム

日時：10 月 28 日（金）15:30 ～ 17:30
会場：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

アバターでコミュニケーション

分科会の目的
　性別や年齢にとらわれない究極のジェンダーレス会議を開催。
　アバターを使ったコミュニケーションの可能性について考える。

司会
　草田　敏生（倉吉市地域おこし協力隊）
　中口　諒子（倉吉市人権文化センター指導員）
パネリスト
　えばちゃん（日本女性会議をきっかけに誕生）
　えびちゃん（鳥取県江府町観光大使兼江尾（えび）十七夜イメージキャラクター）
　おたねちゃん（鳥取県の非公認ご当地VTuber※）
　天使犬（あまつかけん）／高木健治郎（株式会社MagicPlus）

※VTuber…バーチャルYouTuber

分科会の内容
　鳥取県で活動しているVTuber、VTuber製作も手掛ける地元企業の方、アバターを初めて
使用する方をパネリストに、全員が自分のアバターで参加しネット上で議論を行った。その
様子は、会場の約60名だけでなく、YouTubeでライブ配信も行い、VTuberのファンの方など
約30名にも視聴していただいた。

【アバターとは】
　今回の議論上でのアバターは「メタバース内で使用する自分の体」と定義し、『ソーシャル
VR国勢調査』（出典：ソーシャルVR国勢調査2021 by Nem × Mila、以下同）のデータをもと
に議論した。アバターは、現実の体とは違い年齢、性別、種族等、様々な垣根を越えてなり
たい自分になれる、ある意味究極の自己表現のスタイルといえる。
　『ソーシャルVR国勢調査』によると、ソーシャルVR（VRChat）の年齢層は20代が最も多い
が50代まで参加しており、意外と幅広く、物理性別（本来の性別）をみると日本では男性が
９割を占める。この背景には日本でメタバースを始めようとするとまだ敷居が高いことが予
想され、ゲーミングPCを使う人＝ゲーマー層も男性の割合も８～９割であることから、男性
のゲーマーがVRに流れていると想定される。これから女性の比率も高くなるのと思われ、実
際に女性のVTuberも増えてきているので今が楽しみである。
　VRChatを友達と交流するために使うという回答が87%、他にもゲームで遊ぶためにメタバー
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ス内に入るという回答もある。なぜゲーム（メタバース）内に入ってゲームするのかという
意識になるかもしれないが、友人同士わいわいとゲームするような感じをメタバース内で行っ
ているということであり、メタバースが「あそび場」になっていると言える。
　メタバースでは仮名（キャラ名）を使う人は日本では98％である。日本はもともと個人情
報保護の意識が高く、SNSなどもハンドルネームが多いので納得できるが、SNSなども実名を
使う意識の高い海外でもソーシャルVRでは仮名（キャラ名）を使う人が多いことが興味深い。
SNSはあくまでも自分の延長線上であるのに対し、VRキャラクターというのは自分とは違う
キャラクターであり、メタバースは別人格という意識が働いているのではないか。
　ソーシャルVRの参加者は物理性別をみると男性が多いが、アバターの性別は76％が女性ア
バターとなっている。女性の場合は、物理性別とアバターの性別が一致していることが多い
という結果がある。eスポーツの世界でも同じように男性プレイヤーが女性キャラクターを選
択することが多く、深層心理的に大半の男性はかわいい女の子になりたいからではないか。
男性が女性アバターを作る場合、自分の理想像や見ていて楽しい自分の好きなタイプのアバ
ターを作ることが多い。実際に男性でも女性アバターを動かすともっとかわいく動かしたい
気持ちになる。一方で、ゲームでも、かっこいいキャラクターを選ぶ人はイケメンのアバター
を使う。男性キャラクターを選ぶ女性の気持ちについて、憧れの人に近づきたいという感覚
もあるのではないか。メタバース内で遊んでいると男性か女性かわからないことがある。先
入観がなくなり、男性か女性かを考えるよりも先に一人の人格として捉えるようになるので
はないか。大好きだったり憧れたりする人やもの、自分の推しをアバターにする人は性別に
関係なく存在すると思う。
　ソーシャルVRでは、人型のアバターを作り、人型を使う人が多いが、動物や植物、モンス
ター、ロボット型などもある。なってみたい種族について、猫になってみたい、無機物（パ
ソコン）、モンスター、鳥や飛行機など空を飛ぶ系になってみたいという意見があったが、感
情や表情を表現しやすいのでやはり人型がいいという意見もあった。好みが分かれ、自分が
どう見られたいか、普段なれない自分になりたいというような自分の憧れを投影しやすいと
ころがあらわれている。

【VTuberの活動紹介とファンとの交流】
　VTuberのえびちゃんとおたねちゃんは、
普段ツイッターなどで情報発信するなどの活
動を行っている。おたねちゃんはツイッター
で鳥取の魅力などをよく発信しており、倉吉
の銀座商店街の土曜夜市にも参加して盛り上げていただいた。えびちゃんもイベント案内や
観光地のPR動画などをYouTubeで発信している。えびちゃんは、VTuberとして活動をはじ
めてからファンの方がさらに増えたという。（最後の休憩時間の際には、奥大山うまいもん祭
りの告知もあった。）
　議論の途中の休憩時間には、えびちゃんやおたねちゃん、天使犬さんが楽しい表情や落ち
込んだ表情、アンニュイ（ものうさ）な表情などさまざまに変化させ、バーチャル空間内で
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生きている人という存在を会場参加者もみることができた。また、えびちゃんのファンやお
たねちゃんのファンから二人への応援メッセージなどコメントもあり「鳥取県の魅力を教え
てください」という質問に対し、えびちゃんは「自然がたくさんあるところ」と「水がとて
もおいしく、そのおかげで美味しい食べ物が多いところ」、おたねちゃんも「自然の多さ、お
いしい食べ物、歴史の古さ」を挙げていた。
　会場にはVTuberを初めて見たという人は多かったが、VTuberの活躍の場は広がっている。
すでに大手企業は有名な事務所に所属するVTuberや、フォロワーが何十万人といるVTuber
とコラボし、広報宣伝に活用している。鳥取の場合、MagicPlusが提案しているが、県内で採
用されたことはまだない。倉吉は”ひなビタ♪”があり非常に受け入れやすい環境にあると思う
ので、今後VTuberとコラボできたら面白い。VTuberをまちおこしに導入している自治体や
公式VTuberのいる自治体もある。実際に、えびちゃんは、江府町観光大使としていろいろな
イベントで活躍している。VTuberを発信源にするととっつきやすい人もいる。今後の活躍が
期待される。

【ネットのコミュニケーション】
　ソーシャルVRでは不特定多数の方と関わるが、相手の距離感は物理現実と比べてどう感じ
るかという調査結果をみると、43%の人が物理現実よりもかなり近くなると回答している。初
対面だと物理現実では敬語になるかもしれないが、VR上ではいきなりボディタッチをしたり
友達のように話したりするようである。これはどのくらいキャラクターに入っているかで変
わる。現実の本人の性格のままでVRに参加している人は距離感が変わらないことが多いよう
だが、キャラクターの設定がしっかりと作ってあり、そのアバターになりきっている人であ
ればあるほど距離の詰め方は異常に近くなる傾向がある。
　スキンシップについて、VRでは仲の良い相手とアバター同士のスキンシップをよくする人
が44％、たまにする人が30％、合わせて74％の人が行っている。一方で、初対面の相手から
いきなりスキンシップを受けると43％の人が不快に感じると回答している。VRは顔が見えず、
匿名性が高いことや距離感が近いため、女性のアバターを使う男性がセクハラや痴漢を受け
たと感じることがある。実際の性別は男性でもVRで女性になると、気持ちも女性寄りになる
ため、急にスキンシップを受けると拒絶する気持ちになるのではないか。実際に、自分の好
みや憧れの象徴であるアバターを操作してみると、そのアバターに不用意に触られるといや
な気持ちになるのは理解できる。男性は、セクハラを受ける女性の気持ちが想像しにくいが、
メタバース上で男性が女性アバターになることで、女性の気持ちを体験でき、現実世界の痴
漢やセクハラの防止につながるという使い方もできるのではないか。
　ゲームの世界で考えると、昔はドット絵でどういうキャラクターなのか画像が荒くてわか
らない状態だったが、その頃からオンラインゲームは存在していた。それに比べて現在メタ
バースが発展した空間では、スキンシップが不快だと感じる人が非常に増えている。アバター
がリアルにどんどん近づいていて、現実にスキンシップを受けていると錯覚するところまで
進化していることのあらわれである。
　VRスキンシップとプレイ時間の関係をみると、これまでのソーシャルVRの総プレイ時間が
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10時間から100時間未満の人は半分以上の人がスキンシップをしないが、5000時間から１万時
間未満のほぼメタバースに住んでいるような人は64％がよくするようである。そういう人は
現実世界も同じようにスキンシップが当たり前になり、距離感がわからなくなっているのか
もしれない。VRChatユーザーの約４割はスキンシップを不愉快に感じていることから、メタ
バース上でも現実世界と同様な関わり合いが必要だといえる。一人ひとり人権があり、一人
の人格としてみることが重要である。
　VTuberの二人に、ネット上でコミュニケーションに悩んだことを聞くと、そこまで困った
ことはないが、SNSの返事には気をつけていて、相手が悲しくなったり誤解したりしないよう
に時間がかかっても丁寧にやさしい気持ちで返答するようにしているという意見や、楽しく
SNSを見てもらえるよう楽しい空間づくりを意識しているという意見があった。

【ネット上の距離感：ファントムセンスなど】
　ファントムセンスとは、本来視聴覚しか再現されないはずの感覚を、VR体験中に疑似的に
得る現象全般を指す。高所からの景色をみると足がすくんだり、梅干しの映像をみると口の
中が酸っぱくなったりするようなことの延長線である。ソーシャルVRでのファントムセンス
について、食べ物などの味は78％、食べ物や相手のにおいは64％、ワールドの熱さや寒さは
52％の人が経験したことがあると回答している。人間型のアバターを使う人が多いが、頭を
なでられたりキスをされたと感じる人が90％、お腹や腕を触られたという感覚や、少数だが
尻尾や猫耳など物理現実では存在しない器官も触られたと感じる人もいる。
　VR内で温泉に入ると身体があたたかく感じたり、水に潜ると息苦しく感じたり、実際に体
験したわけではないのに疑似的に感じたことがあった。ゲーム内のアバターに頭をなでられ
たときに、本当になでられているような感覚がした。食べ物の味も感じられたら最高だと思う。
メタバース内では性別関係なく体験できるので、未来の会社の研修では、セクハラ予防とし
て触られる体験ができるかもしれない。
　不快な気持ちになることもあるが、人格をもつ人間なので、明るい気持ちでプレイできる
といい。悪いことだけでなく、遠いところの特産品をVR内で食べて味わったような気分にな
るとか、コロナ禍で帰省が難しい状態でも子どもや孫が生まれた時にVR内で実際に抱っこし
た感覚がわかるような、いいこともある。使い方をまちがえなければ、いいものになると思う。
旅行会社では、旅行の疑似体験などもあり、これが進むと食レポなどもできると思う。
　ネット上の人との距離感について、現実では丁寧
な人でもSNSでは急に距離を詰めてくる話もよく聞
くし、VRでも同じことだと思う。SNSで交流する
人とオフ会をすると、思ったより若かったり女の人
だったりとギャップを感じることがあった、全員男
性だと思い勝手に距離感を詰めることがバーチャル
空間では多いという意見があった。一方、距離感に
悩んだことはなく、いろいろな人と出会うことで発
見があり毎日楽しいという意見もあった。
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　VTuberの二人に、ネットでの交流についてきくと、いいね！や高評価をもらえるだけでう
れしい、コメントやファンアートをもらえるとさらにうれしく、発信内容をみて鳥取を知っ
てもらい好きになってもらえる、実際に足を運んでもらえることにつながることが強く印象
に残っているといった意見があった。（ファンアートというファンがイラストを描いて投稿す
ることがあるが、そういった応援の仕方がある。）
　SNSは実名で行っているパネリストからは、リアルではそこまで知らないビジネスの関係で
も、急に自分の詳細を伝えてくる人がいて反応に困ることがあるので、自分はしないように
しているという意見があった。リアルと変わらない心配りが重要である。SNSの種類によっ
ても変わり、Facebookはリアルの延長線のようなコミュニティになるので、ただ友達登録し
ているだけなのに、あたかも知り合いのように接する人も結構いるのに対し、Twitterやイン
スタグラムなどはそのアカウント単体でVRのアバターと同じように一つの人格としてコミュ
ニケーションをとる。ここで気をつけるのは、リアルのことを話すのを嫌がる人が多いこと。
そのキャラクターとしてネット上の性格ができあがっているので、「実際にどこに住んでいる
んですか」「どんな仕事をしているんですか」といった質問は結構仲良くなってもしないよう
にする、というネット上のマナーがある。自分がもつもう一つの人格としてSNSやメタバース
を楽しんでおり、実際の自分とは別の自分が動いている感覚なので、どれだけ仲良くなって
も相手のリアルのことは詮索しないというように、自分がされて嫌なことはしないようにパー
ソナルスペースには気をつけている。実際の人間関係と同じように、ネットでもその人の人
格をないがしろにしていいわけではない。

【ジェンダーレスな恋愛関係】
　メタバース空間内の甘い関係（VR環境での恋愛と恋人関係）を「お砂糖」と言う。「お砂
糖」について、バーチャルVRで恋をしたことがあるかという質問に対し、４割の人が「はい」
と回答している。そのなかで、６割の人が「相手の性格」にひかれたと答えている。男性が
８割で女性アバターを使う人が多いということは、男性同士のお砂糖関係があるということ
である。グラフをみると相手のビジュアルを気にする人は20%で、相手の見た目を気にしない
人が多いことはすごいことだと思う。プレイ時間が短い人は恋愛経験は少なく、プレイ時間
が5000時間以上になると76％が恋をしている。VRの恋の相手の生物的な性別を重視する人は
25％であり、性別が関係ないという状況は、最先端のジェンダーレスを表している。20代か
ら50代の男性がVR内でお互いに恋をしているかもしれない。VR上で恋愛パートナーになった
としても、物理世界でも恋人であるという回答は32％であり、大半の人は別の人格が恋をし
ているという感覚で、メタバース空間内だけの関係だというドライな関係を築いているよう
である。しかし、VR内での恋愛パートナーは一人だけという回答が９割であるため、ハーレ
ム状態を築いているわけではない。純愛で、かつ、ジェンダーレスである。
　物理性別関係なく恋愛をすることについて、普通にコミュニケーションがとれれば恋とか
愛が芽生えるということだと思うし、昔に比べてコミュニケーションがとりやすくなり、ア
バターという見た目の要素も加わるので、どんどんこの割合は増えていくと思うという意見
があった。ゲーム内で同じギルド（オンライン上で複数のプレイヤーが集まり協力したり、
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サポートを受けたりするグループ）に所属し、二
人とも女性アバターを使っていたが、SNSで交流
するようになり、オフ会であってそのまま結婚し
たというカップルもいた。これから高齢社会にな
り、誰もが長生きする社会のなかで、高齢者にとっ
ても画期的なツールになると思うという意見も
あった。独居老人でも実際に出歩かなくてもVRで
コミュニケーションがとれるし、認知症防止とし
てファントムセンスを利用して手先の感覚を味わ
うこともできる。性別は外側の部分だと思うが、外側に関係なく、その人自身をみつめて恋
愛できるというのは素敵なことだと思うし、本来恋愛のあり方として幸せなことだと思う。

【メタバースの未来】
　メタバース内では性差関係なく、ありのままの自分として人と接する。もちろん別人格と
して活動する人もいるが、ペルソナのようにそれも自分と捉えられる。この調査を行ったバー
チャル美少女ねむさんも、アバターは「人格のコスプレ」という表現をしている。普段出せ
ない本質の自分をアバターを使いVR内で本当の自分として活動していると考えると、将来的
にはVR内に社会が構築され、仕事の面でももっとメタバースが活用されると思う。今現在で
も使える環境が整っていることを考えると、遠い未来ではなく、10年後にはできるかもしれ
ない。
　実社会で何ができるか考えると、仕事に活かせるという意見があった。ゲームにはまって
いる人を考えると、ゲームの世界で何らかの共同作業をするのはごく日常的に行っている。
ゲーミフィケーションという言葉もよく聞くようになっているので、仕事でもゲームっぽく
作り上げることも標準的になったり、ゲーム要素を入れた仕事が人気になるというような側
面がきっと出てくると思う。また、自分はこうなりたいという理想を考えられるのはとても
素敵なことだという意見もあった。性別、年齢、国籍を問わずにそれぞれの「好き」を発信
して、友達を作ったり、恋をしたり、仕事をしたり、本当にいろいろな活用ができると考え
るとわくわくする。今回は、VRChatをメインに取り上げたが、他にもソーシャルVRには専
門的なものがあり、プログラミングできる人が自分でワールドを作れるものもあり、そこで
美容師をしている人もいる。こういったものが、誰でもできるようになるとわくわくする未
来になると思う。さらに、見た目や性別にとらわれないというのはもちろん、もし翻訳機能
が導入できれば国や言語を超えて世界中の人ともっと身近に、もっと楽しくコミュニケーショ
ンができる場が実現できるのではないかという発言もあった。映画「サマーウォーズ」のよ
うな世界はもっと先のように感じていたが、近い将来になってきている。

【まとめ】
　・ 実際にVTuberの方と話して理解を深めると、VTuberにも人格があり、権利は大切にさ

れるべきだと感じた。
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　・先入観なく、国籍や年齢、性別関係なく、誰でも仲良くなれる社会ができるといい。
　・なりたい自分になれる魔法のツール。いろんな可能性を秘めていてこれからの発展が楽しみ。
　・ これからアバター文化は非常に進化していき、最終的には一人ひとつアバターを持って

いて当たり前の時代になり、コミュニケーションの場やゲームの場などさまざまな場面
でアバターは活用されると思う。今のうちからアバターの文化に触れてもらえると非常
に楽しいと思う。

　・ 生配信は初めてだったので、とても緊張したが、自分が今やっていることに近いことが
あり共感できることや、ひらめきや発見もあった。

　・ ネット上でのコミュニケーションについて改めて気づくことができた。まだまだ発展し
ていくメタバースの世界、アバターを使って自分を表現するコミュニケーションがこれ
からどうなるのか、とても楽しみである。

　・ 簡単にいろんな人とつながり、先入観な
くその人の心と本質に迫ることができる
新しいコミュニケーションの可能性を感
じることができた。今回の分科会が、も
う身近になりつつあるメタバースの世界
について、可能性だけではなく、マナー
や問題点などについても一緒に考えてい
くきっかけになるといい。

　・ 今回参加したVTuber、えびちゃんとお
たねちゃんのコラボが提案された。

分科会７提言　
　①１人１アバター　まずは使ってみよう！
　②倉吉×メタバース　クラバースをつくろう！
　 　メタバースやアバターは発展途上のため理解度に差があるのが現状です。いろいろな可

能性もありますが、まずは知ってもらう、体験してもらう、より身近に感じてもらうこと
が重要です。”ひなビタ♪”などポップカルチャーを活用したまちづくりを行っている土地柄
を活かし、将来的には倉吉からメタバース文化を発信できればと思います。

　　そのためには、次のような取り組みが必要になると思います。
　・倉吉でVTuberの方の活躍の場を提供したり、VTuberの方とのコラボ企画を実施する
　・ 地域の方がVTuberに親しみをもち、自分も使ってみようというきっかけづくりとなるイ

ベント
　　参考）松江市のVTuber体験ができるイベント
　・eスポーツ大会を開催し、子どもたちをはじめ、あらゆる年代の関心を高める
　・倉吉市内の環境整備をすすめ、活用しやすい環境づくり
　・メタバースに「倉吉市」をつくる（名所やお店の再現からスタート）
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分科会８ ワーク・ライフ・バランス

日時：10 月 28 日（金）12:30 ～ 16:00
会場：上灘コミュニティセンター

ジェンダーバイアスフリーの家事参画
～手軽、身軽、気軽の三軽から考えるジェンダーバイアスフリークッキング～

分科会の目的
　男女共同参画社会のあり方を、「食」を通し共に考える。
　家事は女性がするものという性別による固定的役割分担の意識解消につ
なげ、従来の偏った意識にとらわれるのではなく、一人の人間として「個」
が輝く社会の実現につなげるため、家庭における男女共同参画を考えます。

講師
　滝村　雅晴（パパ料理研究家／㈱ビストロパパ代表取締役）

献立
　主食：ご飯
　主菜：鶏肉と野菜のわさび醤油仕立て
　汁物：あごのつみれ汁
　デザート：梨ジャムを使った長いもの茶巾しぼり
　
　世の中の父親が、家事・育児を母親と同じように共同で行うことで家族を盛り上げる。お
母さんは社会で元気に活動ができ、自由な時間をもつことができる。世の中にそんなお父さ
んがたくさん増えるようにと、「案外簡単」「やってみよう」と思ってもらえる献立になって
います。なお、企画段階で、開催地「食のみやこ鳥取」の魅力をアピールするため、地元の
食材を活用していただくよう提案しました。

講演会＆料理体験
　分科会の目的を達成するために、料理をしたことがない、家事は女性がするものと思って
いる男性でも、手軽に、身軽に、気軽に調理に取り組めることを実感してもらうために、パ
パ料理研究家として活躍されている滝村講師を招いて、講演会＆料理体験を企画しました。
　当日は、講師実演のもと、「より時短できる」ポイントや「ここだけは押さえておきたい」
ポイントを交えて、お話をいただきました。
　講師実演は、お鍋を使った炊飯の紹介から始まりました。「お米を炊くといった場合、みな
さんは炊飯器を思い描かれるのではないでしょうか。時短でいうと圧力鍋。弱 5 分、止めて、
10 分で炊き上がる。今は無洗米もあります。」お鍋を使った場合は、水加減、火加減、蒸らす
時間を定め守ることが、第 1 のポイント。うっかりミスを防ぐため、タイマーを使うことが、
第 2 のポイントでした。
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　また、基本的な調理用備品の紹介では、計量カップ、計量スプーン（大さじ・小さじ・・・
計量スプーンとしてこの二つをおさえておけば大丈夫）、包丁の使い方、まな板の使い方など、

「基本」のキホンからのお話がありました。
　出来上がり時間からさかのぼって、鶏肉料理、あじ団子、
ラップを使った長いも茶巾しぼりを手際よく調理、実演
があり、その後、参加者の方々による、料理体験です。「は
じめましてから、始めましょう」という先生の言葉を合
図にスタートしました。
　今回は、あくまで、「『体験』をしてみることが大切」「実
際に、今日の『体験』をそれぞれの方がおうちで取り組む。
自分が主役になりながら、手軽に、身軽に、気軽に、料理は取り組めるものだと実感してみ
ることが大切です。」とお話されました。「各グループの中では、自分でできそうなところを
少しでもやってみることが大切です。」とも話され、役割分担しながら調理は進み、皆さんが
協力して本日の３品が作り上げられました。
　場所を移して試食タイム。その後、参加された動機を語り合う、ちょっとした交流タイム
で分科会は終了しました。
　短時間ではありましたが、料理を作る目標に向けて、力
を合わせて取り組む姿がみられました。参加された皆さん
にとっては、一人ひとりが自分のできることを考え行動を
する。一人ひとりの（ジェンダーによるバイアスをこえた）
実践の場面となりました。
　いつもの食事にちょっと別のアレンジをと、今回のメ
ニューにも、大山の地鶏や、関金のワサビを取り入れまし
た。ワサビ一つをとっても、いつもは手軽にチューブ。でも、手に入るようなら「本物のわさび」
と使ってみるなど、いつものメニューもちょっとした工夫で、作った人も食べる人もワクワ
クするような、楽しい食事となります。
　まとめとして滝村講師は、「まったく料理も家事もしなかった自分が、長女との関係をきっ
かけに料理するようになり、パパ料理研究家になりました。自分を変えることはできるんです。
大切な人と一緒に食事をともにする時間は、限りがあります。こんな自分でも、自分が料理
を作ることで、誰かに自由な時間を提供することができる。こんな自分でも、誰かの役に立
つことができるのです」と語られました。一人ひとりが自分にできることを考えて行動する
ことで、だれかのためになる。共に働き、家事をする時代となれば、まさに、ワーク・ライフ・
バランスの実現につながります。

分科会８提言　
　一人ひとりの創意工夫で、ジェンダーをこえたワーク・ライフ・バランスを実現しよう
　ワーク・ライフ・バランスの充実、つまり、仕事以外の時間をいかに大切にするかがポイ
ントです。一人ひとりが、普段から意識した生活を送ることで、生きがいを見つけることに
なり、「個」として輝く社会の実現に近づくことになると考えます。
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分科会９ 健康とまちづくり

日時：10月28日（金）13:00 ～ 17:00
会場：倉吉市関金都市交流センター

ウエルネスウォーキング
旧国鉄倉吉線廃線跡～温泉地の５㎞コース

分科会の目的
　倉吉市関金地区の豊かな自然に触れながら、よりよい人生を生きるヒントを探す。
　忙しく毎日を過ごす中で、つい見逃してしまう周りの景色は日々変化しています。自身の
中にある、山や川、草木や虫など、他を思う心と感情の「気づき」を引き出す。
　さらに、地域資源を活用した竹灯籠つくりを通してまちづくりを考える。

※ ウエルネスウォーキング：ウエルネス理論に基づいたプログラムで、健康ウォーキング、
ノルディックウォーキング、登山、まち歩きなどの要素を取り入れた、新しいウォーキン
グスタイル

ウエルネスウォーキング講師
　向井恵美子（ウエルネスウォーキング上級インストラクター／健康マスター普及認定講師）
　中原　　都（ウエルネスウォーキング上級インストラクター）
竹灯籠講師
　月乃　灯華（「月乃」オーナー）

ウエルネスウォーキング
　倉吉市関金都市交流センター～旧国鉄倉吉線廃線跡～竹林～山守トンネル　片道５㎞コース

　ウエルネスウォーキングは、ウエルネス理論に基づいたプログラムで、そこに住んでいる
人々の暮らしぶりと、地域の自然や歴史を直接体験することで元気になり、健康寿命を延ば
すことを目的としたウォーキングスタイルです。
　参加者の皆さんが、体験型分科会として、美しい廃線跡と竹林で知られる関金地区を、笹
と竹の違いや、道沿いの植物にも目を向け、交流しながら歩きました。
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竹灯籠つくり体験
地域資源を活用したまちづくりの取り組み
竹灯籠つくり体験でオリジナルの作品に火を灯し、揺れる炎で心を癒しました。

分科会９提言
ウォーキングで地域も人も健康に！
　健康とは、体が健やかで、心がやすらか、なおかつ、社会的に良好な状態を言います。心
と体が元気であれば、ゆとりができ、自然の大切さや動植物、人に対して思いやりが生まれ
ます。今回の体験を通して、それぞれの環境で、様々な生き方があることに気づき、お互い
を認め合いながら、誰もがより良い人生を送ることができたらうれしく思います。



37

基調報告

日時：10 月 29 日（土）10:30 ～ 11:00
会場：倉吉未来中心　大ホール

男女共同参画に関する最新状況について

内閣府男女共同参画局長
岡田　恵子

　私が考える男女共同参画とは、すべての人が生きがいを感じられ
る、個性と多様性を尊重する社会を実現するために必要なものだと
思います。
　今日は、全国ベースでのデータを示しながら、「今ここまできた」

「政府が今後何をやっていくのか」などお話しします。

○男女に関する意識　※資料Ｐ１
　内閣府では数年おきに世論調査を行っている。
　（平等感）
　目標：平等だと思う割合50％（現在21.2％）

　分野ごとに解説
　（政治）※資料Ｐ２～Ｐ５
　・ 衆議院（女性議員の割合）9.9％　国際的な

比較では166位/190国中
　・ グラフでみると男性に偏っていることは一

目瞭然

　（職場）※資料Ｐ５～ P ６
　①国会議員
　　近年、女性の採用が増えており、今後キャリアを積んでいけば変わってくると推察　
　　⇒そのためには、採用された若い女性がキャリアを積めるようにしなくてはいけない。
　②一般企業
　・女性就業者が増えている。
　・係長が増えれば、課長、部長と今後増加してくることが期待される。
　・ それぞれに目標設定をしているが、政府だけでは達成できない。企業と一緒になり推進

していく。
　・ 役員も増加しており、（9.1％：2022年７月現在）、役員が増えることで女性活躍のロール
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モデルも増え、後に続く人も増えていくことが期待される。
　・ 諸外国と比べるとまだ日本は管理職や役員の女性登用率は低いが、伸びしろがあると考え、

変えていきたい。

○ジェンダーギャップ指数　※資料７
　経済分野
　・管理職の女性比率が低い。
　・ 企業に女性の活躍（女性の登用）の推進を

お願いしている。
　・ 女性の管理職登用の必要性を政府から企業

へはデータを示して説明
　　※資料Ｐ８～Ｐ10
　・企業が女性活躍に取り組むことのメリット
　　⇒投資判断で重視されている
　　⇒ 役員に女性がいる企業のパフォーマンス

が高い傾向
　　⇒株価パフォーマンスも高い傾向

○【課題】給与額の男女差　※資料Ｐ11
　・年々縮小しているが、国際比較では差がある。
　・ 正規職員同士、非正規職員同士で比べても

性別で差がある。⇒役職の差、勤続年数の
差などが原因

　・この差を「見える化」することが必要

○【課題】科学技術の分野　※資料Ｐ12
　・ 科学や技術に性別の差の視点を入れること

によって、イノベーションが生まれる。
　　 ＝ジェンダード・イノベーション＝創出に

は女性の視点が必要。
　・15歳時点での国際的にみた学力は、日本はかなり高い。
　・国際的に高得点を取っているにも関わらず、研究者に占める女性の割合が低い。
　・学術分野でも女性がキャリアを積むことが必要
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○男性の人生の変化～男性も変わらなくてはいけない～　※資料Ｐ13
　・ 男性も、家庭・地域で活躍することが求め

られている。
　・ 家庭での男性の活躍を数字で見るため、男

性の育児休業の取得率を掲載
　・ 地域社会　50歳時の未婚割合⇒地域とのつ

ながりがないことも考えられるため、男性
の地域社会での活躍を広げていくことが不
可欠

○共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移　※資料Ｐ14 ～Ｐ15
　・専業主婦世帯より共働き世帯がはるかに多い。
　・ひとり親世帯も30年で、母子世帯は1.5倍、父子世帯は1.1倍に増加
　・ 母子世帯の主な問題点は、一般世帯の女性より就業率は高いにも関わらず収入が少ない

こと。
　・（母子世帯）養育費を受け取っている世帯も1/4以下になっている。
　　⇒ひとり親世帯への支援を充実させる必要がある。

○コロナ禍での女性への影響　資料Ｐ16 ～Ｐ19
　（就業面）
　・ 女性は、宿泊業、サービス業へ従事する方が多かったため、コロナ禍で雇用がなくなっ

てしまった。
　・ 医療福祉の雇用は増えた。　⇒雇用（求人）が業種で変わってしまった。
　（家庭の中：ＤＶ）
　・ 家庭の中での暴力も重大な影響を及ぼしている。
　・ 内閣府での男女共同参画の大きな柱の一つに「女性に対する暴力の根絶」
　・ ＤＶ相談件数⇒2020年度、2021年度急増し

深刻な問題となっている。
　（性犯罪）
　・相談件数の増加（令和３年度は前年度の1.1倍）
　（自殺者数）
　・2020年、2021年女性が増加している。
　・勤め人の女性の自殺も増加している。
　・コロナが女性に大きな影響を及ぼしている。
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　ＤＶや性暴力がこのような状況の中、対策をとっている
　※資料Ｐ20

○「女性版骨太の方針2022」　※資料Ｐ21 ～Ｐ26
　・ 政府はどんなことをしているのか⇒５年に１度目標を定めている。
　・ 状況は変わっていく。方針決定し

た時には考えられない状況になっ
ており、それをどう対処するか。

　　⇒ 年に１度、重点方針をまとめる
　　 これを今年から「女性版骨太の方

針」という。

　最後に　※資料Ｐ27 ～Ｐ28
　①計画実行・監視専門調査会
　 　コロナ禍でオンライン開催となっ

ている。どなたでも傍聴可能。
　 　視聴できない場合も資料をホーム

ページに掲載しているので、ぜひご覧いただきたい。
　②2023年Ｇ７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合
　　６月24日・25日に栃木県日光市で開催
　　これを契機に国内の男女共同参画を進めていきたい。

　男女共同参画は、霞ヶ関だけでできるものではない。地方公共団体、全国各地の市民の皆
様方の取組によるところが大きい。
　今回の全国大会の成果を元に、地域に戻り、それぞれの地域、それぞれの立場で取組を進
めてもらいたい。次回の女性会議で成果を持ち寄って交流していただければと思う。
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特別講演（トークショー）

日時：10月29日（土）11:00 ～ 12:10
会場：倉吉未来中心　大ホール

だれもが生き生きと輝くために、
私たちが考えるジェンダー平等
～未来に向けて若い世代への応援メッセージ！～

出演
　上地　雄輔（俳優／タレント）
　秀ノ山親方（元大関琴奨菊）

司会
　竹尾 征二（実行委員会企画部会長）

ねらい
　現代は、家族の在り方、自分自身の生き方において、男性も女性も支え合うことが必要不
可欠な時代になっています。
　トークショーでは、「だれもが生き生きと輝くために、私たちが考えるジェンダー平等～未
来に向けて若い世代への応援メッセージ～」をテーマに、支え合いのあり方、理想の生き方
など体験談を交えて語っていただきます。

トークショー
１　10年来の友人のお二人の絆やそれぞれが感じる魅力について

（司会）お二人の出会いについて教えてください。
（上地） 僕の所属している事務所に、彼から「ゆうちゃんと友だちになりたいんですが、どう

したらいいですか？」という連絡があり、僕もマネージャーも本人かどうか分からな
い「そんな正面突破の仕方ある？」と思ったのですが、面白そうなので、マネージャー
に連絡先を聞いておいてもらったことが始まりです。

（親方） 会いたい人とか、憧れの人には、立ち会い勝負だからと思い連絡をしました。
　　　  自分が相撲界に入ったとき仲間からＤＶＤが届きました。そのＤＶＤにゆうちゃんの

「10年」という歌がバックミュージックで流れていて、「10年刻みで人間は成長する、
10年後どうなっているのかは、今の頑張りで変えられるから頑張って」というメッセー
ジ性があり、そこから本当に会いたくなって、自分がアプローチしました。

（上地） 本当にうれしかったです。もともと節分の企画でご一緒したことがありましたが、そ
の時は挨拶程度で、あれからもう10年以上経ちますが、彼とこうやって倉吉に来て２
人で並んでトークショーをするなんて思ってもいませんでした。トークショー自体僕
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は初めてだし、鳥取に来たのも多分僕初めてです。
 　　　 しかも、勝手に倉吉に親近感を持っているんですが、僕は小さい頃、神奈川県の横須

賀の真ん中にぽつんとある小さな町に生まれ育ち、そこで少年野球をしていました。
その少年野球チームが「吉倉少年団」というんです。だから胸に「吉倉」って書いて
ありました。「倉吉」と「吉倉」逆だから、まちを見て倉吉って書いてあって懐かしい
と思いました。

　　　  ただ、小学校の時、他のチームは「○○ファイターズ」とか英語で書いてあって、格
好いいなと思っていましたが、僕のチームは、お兄ちゃんたちから受け継がれた、継
ぎはぎだらけのユニフォームで、そこに漢字で「吉倉」と書いてあり、大会などで、「継
ぎはぎだらけで何あのチーム」みたいな感じで笑われることもありましたが、僕たち
は負けないぞっと思い頑張って優勝したりしました。「吉倉」というこの「吉」と「倉」
にものすごく愛着があって、誇りを持っているので、すごく初めて来た感じがしなかっ
たです。

（司会） 秀ノ山親方は上地雄輔さんの特にどんなところに引かれましたか。
（親方） そのパワーと明るさです。あと歌の魅力もそうですけども、人間的な明るさです。自

分の現役時代は勝ち負けで一喜一憂する時もたくさんありましたが、テレビの前で元
気付けられて、また歌でも元気付けてもらってね。何かこう底知れぬパワーをいただ
いたので、現役中頑張ってこれたかなと思ってます。

（上地） 本当にもう皆さんも分かっていらっしゃると思いますが、本当に明るくて、まっすぐ
でこのままの方なので、一緒にご飯を食べていてもすごく楽しいですし、ずーっと笑っ
ています。

　　　  その中でも、相撲という自分の体一つで立ち向かっていかなければいけない、大変な
ことだと思いますが、ずっと自分自身と向き合いながら戦っている姿も、僕も話を聞
いたりだとか、近くで見ていたので、年は下ですけれども、本当に尊敬する男の一人
です。

（司会） 上地さんの思いを聞いてどう受け止められましたか。
（親方） うれしいですし、コロナでなかなか会うタイミングも少なくなって、次会う時には成

長し合おうと思っていました。
　　　  またゆうちゃんは、よく本場所にも見に来てくれて、私の取組の時に拝んでるような

姿をテレビ画面でよく見かけました。
（上地） 本当にけがだけはしないようにってお母さんみたいな気持ちで見ていました。
（親方） そのような気持ちが本当にうれしくて、終わってからお会いしたりして、僕も要所要

所にパワーをもらいながら頑張っていたと改めて思います。
（上地） 本当に満身創痍の中、足や腰も全部そうですが、痛さを表に出さずに戦っている姿は

すごく励みにもなりましたし、僕自身も色々なことに挑戦するエネルギーになってい
ます。

　　　  引退はされましたが、これからは親方としてまた新しい扉を開いてほしいと思います。
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新しい相撲を見せたいとか、相撲協会を少しでも良くしようという熱意がすごくある
方なので、僕自身も新しいことに挑戦できたらいいなって思わせてもらってます。

（親方） ゆうちゃんのライブは、本当に皆さんのパワーを受けながら、それを跳ね返すゆうちゃ
んの姿。本当に元気をみんなに与えている姿に、自分も力士でやっていた頃でしたの
で、ゆうちゃんを客観的に見て自分もパワーをつけないといけないなとか、もっとみ
んなに喜んでもらえるような相撲を取らないといけないなとか、そういう目線で見さ
せていただきました。

２　夢を実現するために必要なこと　自分らしさをどう見つけるか
（司会）どうやって自分の進む道を見つけてきましたか。
（親方） 私の生まれた福岡県柳川市は、雲竜型の創始者でもある、横綱雲竜の故郷でもあり、

相撲と親しむ環境は身近にあり、そこで地域の方々や家族が相撲のレールを敷いてく
れて、そこに私は乗っかっていただけで、本当に環境が全てじゃないかなと思ってい
ます。ぶれることなく、そこのレールに乗って、高校を卒業してプロという、その道
を突き進んだかなと思います。

　　　  相撲が好きで、どんどん相撲の魅力にひかれ、気づいたらプロの土俵に立っていました。
（上地） 僕は本当にたまたまスカウトされて今の事務所に入りました。言ってみれば、親方は

夢をかなえてるかもしれないけど、僕はプロ野球選手だったり、メジャーリーガーっ
ていう夢が破れてしまった側の人間なので…

（司会） 夢の実現へ向けては？
（親方） 「叶える」という漢字は、口にプラスって

書くので、常に前向きに小さな目標を立
てながら、それを一つ一つ乗り越えてい
くことと、やはり憧れの力。自分でいうと、
こんな力士になりたいというイメージを
しっかり膨らまして、そこに近づけるよ
うに努力することではないでしょうか。
やはり辛い時、苦しい時、逃げ出したい
時がありますけども、家族の支えであったり、地域の方々のことを思い出して、歯を
食いしばって頑張っていました。自分のことだけじゃなく、自分の周囲には友だちも
含めたくさん見守ってもらっていると自覚しながら頑張っていくことだと思います。

　　　  口にプラスとマイナスと描くと愚痴を「吐く」となります。吐いてしまったら夢は叶
わない。吐くことをちょっと我慢して削っていきなさい。プラスのことを言いなさい。
今思うと本当にそういうところで自分を奮い立たせ、夢をつかみたいと思って頑張り
ました。

（司会） では上地さんは、今までやってきた中で、人と比べたりなど考えたことはありますか。
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（上地） 基本的には比べたりしないし、自分は自分の個性があるし、人それぞれ違った魅力が
あると思っていて欠点すらプラスになると思っているので、あんまり人とは比べない
です。ただ、さっきも夢が破れたと言いましたが、目標は常に誰にでもあると思うので、
その目標の達成の仕方は、先ほど親方も言ってましたが、口に出すことと絶対諦めな
いことですね。また、自分のためではなくて、誰かが喜んでくれることを想像しながら、
少し先の未来を想像して毎日過ごしてると、目標や夢が叶うような気がします。

（司会） お二人とも目標に向かって一歩一歩前へ進んでいる。そういう姿というのが、今の自
分を作り上げているのかなと感じられました。

（上地） やはり体と心はつながっていると思うので、頑張らないと運はやってこないし、つか
めないし、心と体がちゃんと肩を組まないと、いい結果が残せないと思っています。
例えば体を壊したりとか病気になったりすると、心が病んでしまうこともあると思いま
す。逆に言えば、心が元気ではないと、体も元気にならないと思っているので、けが
をしたりだとか、病気になってしまうと諦めることに慣れてしまうと思いますが、そこ
をちゃんと今の自分で何ができるかを、冷静に考えた方が色々なことができると思う。

３　家族や仲間の支えの大切さ　家庭内やチーム内での役割分担
（親方） 現役最後の相手を息子に選び、息子と両国国技館の土俵で取組ましたが、妻が自分の

現役時代の取組をずっと見せていて、息子は一つ一つの仕草を真似するんです。相撲
に対して集中力もあり、公園で円を描くと、そこで2、3時間遊ぶような息子で、これ
は引退相撲の時に対戦相手になってもらいたいと思いました。

　　　  自分が育った土俵はこんなに全てのことが学べると、苦しい時に乗り越えられるよう
な心の強さだったり、壁の先を見せられるような光景も大相撲にはあると思っていて、
その土俵に子どもを立たせ、皆さんから見守られながら、お父さんはこういう世界で
頑張ったんだということを伝えたいと思いました。

　　　  「自分次第で切り開ける」ということを見せたかったので、最後の相手に息子を選びま
した。今思うとやはり家族とか師匠がいるんですけども、師匠に引っ張り上げていた
だいて、後援会とか友だちとかたくさんの方々に支えていただいて、また弟子もいま
すので、弟弟子に押し上げられて今の自分があるので、これからもそういう指導をし
ていきたいと思います。

（司会） 普段はどのような子育てをしているのですか。
（親方） とにかく褒めるというところをやっています。色々と褒める。子どもは成長過程で、

一日一日変化しますが、少しできることが増えたら褒めたりしてます。
　　　  朝起きたらハグから始まって褒めることを中心にやってます。
　　　  自分が相撲の道に入ったのも、多分相撲で勝てるようになって褒めてもらったから、

そこにたどり着いたかなと。あと勉強しろって言われすぎて勉強はあまり好きではな
かったのですが、その辺も平均点を取っていたので、やはり褒めることが大事かなと
思っています。
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（司会） 家庭の支え、妻の支えについてどう感じていますか。
（親方） 現役時代は本当に妻が全て支えてくれて、全て自分のタイムスケジュールで支えてく

れていましたが、今親方になって改めて家のことを何もしていないなと気付いたので、
少しでも手伝うようにしています。

　　　  子どものお風呂などまだ数えるほどしかしていませんが、触れ合うことで色々な発見
もできますから、今はすごく楽しいというか。その発見で子どもを身近に感じています。

（司会） 上地さんの曲はアスリートや若い世代に向けたメッセージソングだと感じますが、曲
作りに対しての気配りなどを教えてください。

（上地） 言葉の力などあったりするんですかね。やはり音楽の力はすごくあると思うので、そ
の言葉をちゃんとしっかりとその気持ちを届けたいです。ライブでも言っていること
ですが、ライブ会場にいらっしゃった方が、帰り道に隣の人とか、帰りを待ってくれ
てる人に、何か今まで言えなかったことを言い残したことを、ちゃんと言ってほしい
なっていう言葉がすごくたくさんあると思うので、僕も歌詞の中で言い残したことが
ないように、みんなが言葉に出しやすいような言葉を選んで作ってます。

　　　  ライブにいらっしゃる方が小さい子もいればおじいちゃんおばあちゃんもいらっしゃ
るので、本当に僕の役割分担というか、ただ、マイクを持って歌ってるだけですけど、
全員で作る。その会場の中で言葉のキャッチボールだったり、気持ちのキャッチボー
ルができたらいいなと思ってずっと曲を作っています。

（司会）影響を受けた人は？
（親方） 先代の佐渡ヶ獄親方は小学校２年生の時に初めてお会いしまして、「僕、大きくなっ

たらうちの部屋に入るんだよ」と言われて、他の部屋の誘いがあっても、親方が一番
だからねっていうことがありました。そこで力士への第1歩が開きました。

　　　  また、先代親方がかっこよく、力士になりたいということが夢になりました。入門記
者会見では、「地位も名誉も全て土俵にあるから努力しなさい」という言葉をいただき、
その時々で先代に声を掛けていただき、心を奮い立たせてました。先代の教えは厳し
かったのですが、引退した今、ようやく、先代の言葉が分かるような気がします。本
当に先代は非常に厳しかったのですが、愛情と受け止めて感謝しかないです。

（上地） 本当に毎日色々な出会いがあるので、一つ一つの出会いが自分を作っていると思って
います。横浜高校時代の監督もそうですし、今やっているドラマの監督や共演者もそ
うですが、本当に一つ一つの出会いだったり、すれ違う人も僕の財産になっています。
基本的にどんなに長くても僕らの現場はドラマで3 ヵ月、レギュラーでも司会者の方
とかプロデューサーの方って会う時間も短いですし、師弟関係というのがあまりあり
ません。だから、本当に一つ一つの出会いを大事にしないと過ぎ去ってしまって忘れ
てしまうので、だから一つ一つ、ちゃんと自分の中で忘れないように刻んで、「忘れ
ないぞ」と口にしたり、頭の中で思い返したりしながら生きてます。
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４　まとめ
（上地） 本当に楽しい時間であっという間でした。このような機会をいただき、本当に皆さん

ありがとうございます。
　　　  僕はずっと野球をやっていましたが、さっき親方が10年という曲が好きだって言って

くれて、ああそうだって思ったのですが、僕10年刻みでなんとなく自分の人生を野球
のゲームで考えていて、今43歳ですが、野球ゲームに例えると、今４回の前半なんです。
だいたい９回で野球が終わるんですけど、100歳まで生きたら延長戦ですね。120歳ま
でいったら延長12回。延長戦があるかもしれないし、逆に途中でコールド負けするこ
ともあるかもしれない。年を重ね、色々なことを経験したり見てきてしまうと、どう
しても「こういうふうにすれば試合って勝てるな」とか、「こういう風にすれば打てる
な」とか、「こういう風にすれば抑えられるな」と、何かゲーム展開を自分で勝手に決
めつけてしまって面白くなくなってきてしまうこともあると思います。

　　　  そのような中でも野球で考えると9回まであるので、いくつになっても自分の人生だっ
たり、自分のゲームを楽しんでいただきたいなって思います。

　
（親方） 私は「一期一会」が本当に大好きな言葉

なので、今日この会場にお集まりいただ
いた方が、今の空間が本当に大事な空間
で、1年後か2年後か、またこのような会
があって集まれば人が同じでも、違う空
間になるんですね。ですから、やはりこ
の一瞬一瞬、この同じ空間、今しかない
空間を大事にしながら、楽しみながらやっ
ていき、これをまた活力に私も頑張って
いきたいと思います。

　　　  本日は楽しい時間をありがとうございました。
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記念シンポジウム

日時：10月29日（土）13:40 ～ 15:10
会場：倉吉未来中心　大ホール

弱者が弱者のままで尊重される社会とは？
～「ひとりでも生きていけそう」と言われる私たちの経験から～

パネリスト
　井端　実優（鳥取大学地域学部地域創造コース４年）
　延東　佳音（鳥取大学地域学部地域創造コース４年）
　小嶋　蒼空（鳥取大学地域学部地域創造コース３年）
　上野千鶴子（東京大学名誉教授／認定NPO法人ウイメンズアクションネットワーク理事長）

座長
　 山田　修平（学校法人藤田学院鳥取看護大学・

鳥取短期大学・附属認定こども園理事長）

はじめに
　記念シンポジウムのテーマ「弱者が弱者のまま
で尊重される社会とは？～「ひとりでも生きてい
けそう」と言われる私たちの経験から～」という
のは、今日発表する３人の学生が考えたものです。
３人は、鳥取大学地域学部の稲津秀樹先生の研究室で学んでおり、今日は卒業研究の一環と
して、自分の経験から得られた問題意識について発表します。

３人の研究発表について
　・ 幼い時から見てきた、自身の母の

姿からジェンダーについて興味を
持つ。

　・ 上野千鶴子さんの著書をはじめ、
ジェンダーに関する文献を輪読し
議論を深める。

　・ フェミニズムが目指す、「弱者が
弱者のままで尊重される社会」と
いう思想を知り、同時に多くの問
いも生まれた。多くの理不尽と違和感を覚えたこの社会で生きていくために、私たちは
自身の経験を語りディスカッションしたい。
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○小嶋　蒼空さん
　１　「ひとりでも生きていけそう」と言われる私の経験
　　・私は「ひとりでも生きていけそう」と言われたくない。
　　　理由： 結婚したいし、恋人も欲しい、家族や友人、周囲の人たちと親密に生きていき

たいから。
　　・ 周囲から「生きていけそう」と言われたことがあり、その言葉には「結婚せずに仕事

をしている方が向いていそう」というニュアンスがあった。

　　私の将来の夢は「お母さんになること」
　　・ 家族のことを一番に考え、子育てのために仕事を辞め、自分のことより家族を優先す

る母の姿に憧れを持つ。
　　・ 小学校高学年頃、父との関係が悪化、学校でも友人関係がうまくいかない時に、１冊

の本に出会い、私の価値観に大きく影響した。
　　　『置かれた場所で咲きなさい』渡辺和子 著（2012年：幻冬舎文庫）
　　　（抜粋） 「置かれた場に不平不満を持ち、他人の出方で幸せになったり、不幸せになっ

たりしては、私は環境の奴隷でしかない。どんなところに置かれても、そこで
環境の主人となり自分の花を咲かせる決心をする」

　　・剣道をしていたことからも、「耐えることが美徳だ」という世界で思春期を過ごす。
　　　⇒器用に生きることが快適に生きる方法と考える。

　２　卒業研究について
　　お母さんになるという夢を実現させるために学びたい
　　研究テーマ『 答えのない問いの道しるべになる人たち－「出生前検査について教えてく

ださい」鳥取県内５つの相談窓口を訪ねて－ 』
　　※ 昨年、倉吉市をフィールドとした、鳥取大学地域学部地域創造コース地域調査プロジェ

クト調査報告書（2022年3月発行）への提出原稿として執筆

　　・ 現在は、鳥取県の児童相談所 一時保護施設で勤務しながら、通り抜ける場所として児
童相談所を捉える研究を行う。

　　　
　 　 　妊娠出産から子どもに関することまで深く考える機会を持つことによって、母になる

準備を整えていたという実感があった。
 
　　・ 順風満帆にお母さんへの道を歩んでいるつもりでいた私は、ある１冊の本によって大

きなショックを受けた。
　　　『これからの時代を生きるあなたへ』上野千鶴子 著（2022年：主婦の友社）
　　　（抜粋） 「こんな世の中にしてごめんなさいと言わなくてすむ社会を手渡して」「わたし

たちは変えてきた、だからあなたにも変えられる」
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　 　これからの時代を生きる全ての人のために、社会を変えようとする考え方に触れ、私は誰
かと一緒に生きたいと言いながら、誰よりも一人で生きて、家族ができれば、自分の家族だ
けが幸せならそれでいいという思いを持ち、生きていこうとしていたことに気が付いた。

　　・ 自分だけ器用に生きていけばよいと考えていた。（制服のない学校に通いながら、通学中
に痴漢に遭う制服姿の女子高生を見放していた。自分は安心だと錯覚して、痴漢という
犯罪自体から目をそらした。戦おうと、変えようと思わなかったし、してこなかった。）

　３　弱さをめぐる問い
　　○ 社会に順応しようとして、なにも変えようとしてこなかった私は、フェミニズムに迎

え入れてもらえるのだろうか。

　　○自分を中心に捉えてきた価値観の変容をどうやって受け入れたらよいだろうか。
　　・私が憧れてきた母親像は、「悪しき日本の家制度の抜け殻」となっていた。
　　・置かれた場所で耐え忍ぶ時代から、咲ける場所へ自ら動く時代へ
　　・自分が信じてきた価値観が古いものになってきていることに薄々気が付いていた。
　　・ 考え方が古いと気が付いた時、どう考え方をアップデートすればよいか⇒社会的課題
　 　　 男性をフェミニズムに招き入れる過程でも、当たり前にすり込まれた価値観、固定観

念からの解放は不可欠ではないか。
　　・弱さに向き合うことで、性格を変えていきたい。

　４　こんな社会で生きていきたい
　　・ 家庭か仕事か、キャリアかプラ

イベートかどちらかを選ばなく
てはいけないと思っていたし、
選択に迫られている女性を見て
きた。

　　・ 傷つくことを恐れずに、これか
らの時代を生きる多くの人が欲
張れる社会をつくりたい。

　　・ 耐え忍ぶことが美徳だといわれ
る社会に順応することで、欲しがることができなくなった人、社会を変えようと思え
なくなった人の心の麻痺(まひ)のリハビリ方法を考え、誰もが欲張ることができる社会
をつくりたい、そんな社会で生きたい。

 
○延東　佳音さん
　１　「ひとりでも生きていけそう」と言われる私の経験
　　・私は「ひとりでも生きていけそう」と言われるとうれしい
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　　　理由： 性格の男性化を目指す自分が存在する（男勝り、サバサバした、強い、「できる」
女性像）

　　　 ↓

　　幼い頃から、私にとって「できる」女性、憧れの人は母親だった。
　　 母からもらった褒め言葉「お母さんは弱い人だから何もできないけれど、なんでも一人

でできる佳音はすごいなぁ、強いなぁ」がうれしく、性格の男性化を目指す自分が認め
られたようでうれしかった。

　
　　「お母さんは弱い人だから…」の前置きが自分の中で引っかかる
　　・自分の憧れていた母は「強い女性」
　　・母の言葉に「憧れてきたのだから『弱い』と言わないで」と受け入れることができなかった。
　　・憧れが薄れていく怖さ、支えとしてあった言葉の裏側をみる恐怖に襲われる。
　　・ 母が言う弱さ、自分の弱さに向き合わないまま、母の一部を切り取った「強くてできる」

女に憧れ続けた。
　　・ある日母が言った言葉に衝撃を受けた。
　　　 「私も一人の女性で家庭があって、一人のお母さんで仕事と家庭を両立させることに必

死なのに、（職場の）みんなに全く努力していない、なんでもできる「エリート女」に
見られることがとても悲しい」　

　　・母は「できる女」として見られることに「つらさ」「苦しさ」「生きづらさ」を感じていた。
　　　　⇒母の言葉に共感できない、理解が追いつかない自分がいた。

　　・そんな中一冊の本に出会う
　　　『これからの時代を生きるあなたへ』上野千鶴子 著（2022年：主婦の友社）
　　　（抜粋） 「頑張っても報われない社会。そして、強がらず、自分の弱さを認め、支え合っ

て生きてください。」「フェミニズムは弱者が強者になりたいという思想ではあり
ません。弱者になっても安心できる社会をつくることが、わたしたちの目的です。」

　　自分の弱さを認め、「できる」女として見られることにつらさを抱える母
　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　↓

　　自分の弱さを認めることができず、「できる」女として見られることに憧れ続ける私

　２　弱さをめぐる問い
　　○「性格の男性化」を目指してきた女性は、フェミニズムとどのように向き合えばよいか。
　　○ 弱さを認めることができた先に、母のような女性が報われる社会はあるのか。そのた

めには何が必要か、どんな条件を整えればいいのか。

　３　卒業研究について
　　結婚を機に、女性が移住する背景を踏まえながら母になるという経験について考えたい。
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　目的： 移住先で母になっていく女性たちは子育てと仕事を両立させながら、どのような「生
きづらさ」を感じているのか。

　　・母の言葉にはさまざまな社会的背景が結びついている。
　　・母が個人的に抱えていた問題を社会的問題へ展開させる

　４　こんな社会で生きていきたい
　　　�性格の男性化を“無理せず”目指

せる社会
　　　 弱さを認めた先に、希望が見い

だせる社会
　　・ 私は、今後も性格の男性化、男

勝りでタフな女性像を望んで生
きていきたい。

　　・ しかし、一人でできること、人
に頼らず生きることを美化しす
ぎない自分でありたい。

　　・ 自分のことを弱いと表現する母が悲しまない、弱さを認めた先に希望を見いだせる社
会に必要なことを一緒に考えていきたい。

○井端　実優さん
　１　「ひとりでも生きていけそう」と言われる私の経験
　　・私は「ひとりでも生きていけそう」と言われるとうれしい
　　　理由： 女性は弱くかわいそうな生きもの。だからこの社会で生きていくためには、ひ

とりでも生きていける強い女になるしかないという気持ちがあった。
　　・私が感じていること
　　①集落の集まりに出てまで裏方作業をしなければならない女性がかわいそうである。
　　・男性はお酒を飲み、女性は台所仕事で座る時間もない。　
　　・誰がつくったかも分からない暗黙のルールに従うのは窮屈だと感じた。
　　・同じように働かなくてはいけないのなら大人になりたくないと感じた。
　　② 男性と女性、それぞれに与えられた仕事を、どちらもこなすシングルマザーの母がか

わいそう。
　　・ シングルマザーの母は、地域活動で婦人会や子ども会への出席や、男性が９割を占め

る総会へも出席する必要があり、このことで男性と女性の役割が固定化されている現
状がより鮮明に見えてきた。だからこそ、一人で育ててくれた母がかっこよかった。
母のように強くなりたいと思った。

　　・ 自分が強くなることで、母の人生（離婚、生き方）が肯定されることにもつながると
感じた。
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　２　卒業研究について
　　　研究テーマ『集落における女性の「選択」の先に見えるもの』
　　　目的：女性と地域社会との関わりについて知りたい

　 　この研究に至った経過は、ある一
つの集落の存在だった（以下「Ａ集
落」という）。

　　・ 女性の選択権がないと思ってい
たＡ集落で、女性の意見が尊重
され、「女性を縛り付けていた
婦人会が解体した」という事実
と、その選択を経て、Ａ集落は
どのように変わっていくか調査
を始めた。

　　・Ａ集落の男性との会話で感じた「理不尽と違和感」
　　・ 男性側が、女性たちの選択に、すべての責任を押しつけていると感じた。現状が変わっ

たとしても、「女性がかわいそう」という思いが消えなかった。

　　研究を通して
　　・ 地域社会とつながりの中で女性たちがしてきた「選択」の先には何があり、その「選択」

によって女性たちに再び突きつけられる「選択」は何なのか。
　　・ 婦人会が解体した事例を基に、選民化と私民化の二極分解が進む中で、女性たちの地

域社会とのつながりについて考える。
　　選民化…職業へのコミットメントとともに大きな報酬を得る女性
　　私民化…職業生活外の余暇時間の中に自己実現の対象を求める女性

　　・ 両者が一つの地域内に共存することを踏まえ、女性たちの地域社会とのつながりにつ
いて考えていきたい。

　　・ 男も女も「選民化」「私民化」のいずれかのあり方を選択しなくてはならない世の中だ
とすると、そこに「地域」という拘束性を持つものが現れた時、女性たちはどう地域
と付き合っていけばよいかを知りたい。

　　・ 「選択」という言葉一つ取り上げても、その選択肢は人に与えられたものなのか、それ
とも当事者意識を持って自分自身で決めたものなのか、そしてその責任は誰が負うの
か。その前後の文脈によって、全く見え方が変わってくる。だからこそ、自分が見て
きた地域で、その選択の裏で見え隠れする現代の地域社会におけるジェンダー間の現
状を把握したい。
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　３　弱さをめぐる問い
　　新たな問い（Ａ集落の現状から）
　　・ 婦人会が解体された後、Ａ集落では「地域とのつながりがなくなってしまった女性」と「福

祉員会」として、婦人会の役割を引き継ぐことを命じられた女性が生まれた。
　　・女性の意見が尊重されたとはいえ、女性がまた同じ労働を強いられている現実がある。
　　・若い女性の選民化が進んでいるため、高齢者が地域の高齢者の見回りを引き受ける。
　　・ 女性や高齢者を弱者とするのならば、この現状は弱者が弱者のままで尊重されている

とは思えない。
　　・高齢者が高齢者の世話をする現状や女性の中でも役割が二分化している状況
　　○ 弱者、強者とはいったい誰で、何が弱者と強者を分けるのかという新たな問いが生ま

れた。

　４　こんな社会で生きていきたい
　　 　女だからではなく、ただひとり

の人間として誰かと共に生きられ
る社会で、誰かに必要とされ、誰
かを必要としながら生きていきた
い。＝自分の「弱さ」を認められ
る社会で生きたい。

　
　　・ もし自分が男だったらと想像す

る…
　　　男の「強い」＝誰かを守れる人
　　　女の「強い」＝ひとりで生きられる、頼らずに生きていく
　　・私は女としての強さを望んでいる。
　　・ 自分の弱さを認めることができる、ずっと縛られ続けていた「強さ」から解放された時に、

ありのままで生きられる社会があると思った。
　　・多くの理不尽を感じてきた社会を見つめ直し、「弱さ」｢強さ」の意味を考えて生きたい。

ディスカッション
　（山 田）みなさんいかがお聞きになられました

か。お母さんの生き様、それに自分を重ね
てのこれからの生き方、「強さ、弱さ」「地
域との関わり」色々な問題を提起してくれ
ました。ここで上野先生に３人の発表に対
してのコメントをお願いします。

　（上 野）みなさんの発表は聞きごたえがあり、
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内省的で、鋭い自己分析、自問自答しながら自ら答えを出している。私がつけ加えるこ
とはないような気がします。
自分をこれだけ犀利（さいり）にえぐった学生の報告を指導した稲津先生の指導力もす
ばらしいと思います。みなさん、プライバシーについても踏みこんで、自分の現実をえ
ぐり取るということをなさったことに深い感銘を受けています。
まず、なぜ「ひとりでも生きていけそう」というテーマを選んだのか
このテーマがとても不思議でした。「ひとりでも生きていける」ってヘンな言葉ですよね。
フェミニズムというのは、女性に対して「ひとりでも生きていけるよ」というメッセー
ジを与えていると勘違いしているとしたら悲しいなと思いました。
一人目の発表で、「結婚しなくても生きていける」というメッセージがそこに込められ
ているとしたら、やっぱり家庭か仕事か、二つに一つしか女は選べないとみなさんが思っ
ているように聞こえます。
では強い女性は、一人でも生きられるのだったら結婚しない方がいいし、弱い女性は結
婚しないと生きていけないのか？
結婚した人は弱い依存的な人たちで、結婚とは女が男に依存するための制度なのか、そ
のようにみなさんの周囲の方たちが思っておられるということなのでしょうか。なんだ
かヘンですね。

ヘンだなということを検証するためのやり方があります。
それは、今の言葉を男女入れ替えてやってみる。そうするとジェンダー非対称性がはっ
きり見えてきます。
男子に「ひとりでも生きられる」って褒め言葉になりますか？ヘンですよね。
井端さんが言われましたが、どうも男にとっての強さと女にとっての強さって違うと思
われているようです。男には「ひとりでも生きられる」とは言わない。男の強さとは「誰
かを守ること」女、子どもを守って男は一人前だと、みなさんの同輩の男子学生は思っ
ている感じがしますが、最近のデータを見たら面白いことが分かります。
今の天皇が雅子さんにプロポーズした時のセリフが「一生お守りします」というセリフ
でした。
この言葉を言われたいですか？

「一生お守りします。」と言われた時に、胸が「キュン」とするか「ゲッ」とするかで、
感覚が違います。
男子に聞いてみてください。今の男子は女子に向かって「一生お守りします」って恐ろ
しくて言えないと思います。現実が変わってきているので、ひとりでも生きられるとい
うのは、男にとっても女にとっても別にそんなにうれしいことではありません。小嶋さ
んが「恋人もほしい」「結婚もしたい」と言っておられました。結婚はどちらでもいい
けれど、家族はいた方がいいかもしれません。
恋人がいるとか家族がいることは人生を豊かにすることです。
ひとりでいることは孤独である、孤立するということではないのだから、豊かな人生を
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送ってもらいたいと私は思います。ひとりでも生きられるということと決して対立する
ことではないですよね。

　
小嶋　蒼空さんへのメッセージ

お母さんを見てかっこいいと思ったんですよね。自己犠牲がかっこいい、耐える女がかっ
こいいと。では、耐える女は何に耐えてきたのか。「横暴な夫に耐えた妻」なんでしょうか。
どんな家族でもいいというわけではない。あった方がよい家族とない方がよい家族、居
てくれた方がうれしい夫と、困った夫があります。ではお母さんのように、横暴な夫と
結婚して、耐える妻になるのがかっこいい？多分そうは思っていないと思います。「そう
じゃない！自分はちゃんとした夫を見つけることができる」と思っていらっしゃるかもし
れません。そのためにバカなフリもしてきた、女らしくも振る舞ってきた。でもちゃんと
その後で自分で答えを出しておられます。「自分はこんなドジはしない」こういう考え方
を自己決定・自己責任といいます。あなたは痴漢に遭わないために制服のない学校を選
んだ。では制服のある学校へ行った人たちに「制服のある学校へ行って痴漢に遭うことは、
あなたの自己責任でしょ」となるでしょうか？
どれだけ自分は鈍感で無責任だったかと、ここまで自分をえぐり取って言っておられる
のだから自分で答えを出しておられます。
自分の弱さを認めても「弱い」と言わなくてもいい。最後に「よくばりな人生」というかっ
こいいキーワードが出てきました。

「置かれた場所で耐え忍ぶ時代から、咲ける場所へ自ら動く時代へ」
とってもかっこいいじゃないですか。

「私は弱い、困っている」と認めた時、自分と周囲に、「ああもしてほしい、こうもしたい」
と要求できるようになります。それはよくばりというより、自分の当然の権利主張です。
あなたがのびのびと自分らしい生き方をやっていけば、将来もし娘さんが生まれた時、
あなたの娘にもそういう生き方ができます。小嶋さんはそういうことに力を尽くせるの
ではないでしょうか。

延東　佳音さんへのメッセージ
性格の男性化がかっこいいと思っていたということは、男らしい性格の方が、女らしい
性格よりもましだと延東さんは思っていたんですね。
つまり女らしい性格は困ったもんだと思っていたんですよね。強さというのは人に頼ら
ないことなんだと。
弱い女、つまり依存的な存在になりたくないと思っていた。
そういう態度を私たちの学問では「弱さ嫌悪」「女性嫌悪（ミソジニー）」といいます。
私はあの弱い女たちと同じにされたくない。「私は別」とどこかで思っていたんじゃな
いかな。特権意識を持っていたということは、どこかで女の人を差別していて、同じに
されたくないと思っていたんじゃないでしょうか。
お母さんは「できる女」の方に入っていたはずなのに、お母さんが泣きごとを言って
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ショックを受けたと話してくれました。でもつらさを見せずに頑張ってきたお母さん、
そのお母さんの頑張りが支えてきた社会って何だろう。そのお母さんの頑張りは、いっ
ぱい耐え忍んできた色々な矛盾を覆いかくしてきたのではないか。例えば学校での働き
方とか、家での夫とのやり取りとか。
延東さんのプレゼンで登場しなかったお父さん。お父さんは何をしていたんだろう。往
復２時間の通勤時間をかけてフルタイムの勤務をしていたお母さん。家に帰って家事育
児をやるお母さんに対して、夫は何をしていたんだろうと聞きたくなります。
お母さんの頑張りでやってきたというのはとてもよく分かるんだけど、では夫は強いか
というと、「お母さんが支えてくれて僕はやっと生きてきました」ということになって
いるかもしれません。
延東さんも、自分の痛みをえぐり取るような自己分析をして答えをちゃんと出しています。
こんな私がフェミニズムと出会うためにどうしたらよいか。
あなたはもうとっくに出会っていますよ。女が男のようになる代わりに、男も女のよう
にふるまえばいい。男だって弱さをさらけ出したらいい。タフであることは女にとって
も男にとっても素晴らしいことですが、タフであることと人に助けてもらうことは少し
も矛盾しません。
そうやって助け合っていける関係が家族の
中にあったらとってもいいと思う。
お母さんの言葉「お母さん、生きとっても
いいことないわ」こんなことばををお母さ
んの口から聞くと、娘としてはつらいよね。
あなたはお母さんより幸せな生き方がした
いと思うよね。お母さんの人生はまだこれ
からもあるから、「お母さん生きとっていい
ことあったね」と思ってもらえる人生を送っ
てもらいたいよね。そのためにどうしたらいいのか、お母さんと一緒に考えてください。

井端　実優さんへのメッセージ
お母さんはシングルマザーで、お母さんの役割もお父さんの役割も全部一手に引き受け
てきた人なんですね。すごく尊敬しているんですね。
お母さんのように強くなりたい。でもそのお母さんの強さは何を覆い隠してきたんだろう。
本当は子育ては１人でするより２人、２人より３人、４人で助け合った方がいいと思う。
子育ては１人ではできない、人に助けてもらいながらやるもんです。
だからその時のお母さんの頑張りっていうのは、もしかしたら社会も周囲も、あるいは
別れた夫も親族も、手も足も出してくれなかったのを、必死になってお母さんが支えて
きてくれたのかもしれない。だから、お母さんの頑張りを「すごいね」といっているだ
けでは十分ではないと思う。
その時に井端さんが気付いたのが、地域の中の女性役割です。
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私は、３人の研究テーマはそれぞれすごいと思う。なぜって自分の中から出てきた問い
だから。
婦人会がなくなったのは、なくなっただけの理由があって、なぜかといったら婦人会は、
町内会とか自治会とかと同じように、強制的なものですよね。しかも言われたことをや
らされるところでしょ。では若い人がいないのかというと、井端さんの話だと、若い人
も居そうだけど、居そうなのに婦人会には入らないから婦人会が消えるんです。理由が
はっきりしているじゃない。魅力がないからです。
じゃあその若い人たちが困っていないわけではないでしょう。色々な問題を抱えている
と思います。きっと子育ての問題とか夫婦の問題、親族の問題など抱えていると思う。
婦人会なくなってもいいと思う。その人たちが婦人会に入らなくても、婦人会に代わる
横のつながりができたらいいんじゃないかな。今はＮＰＯとか色々あります。どうやっ
てつくったらいいか調べてみてください。
では、みなさんから答えを返してください。

　（山田）では、答えを返しましょう。

　（小 嶋）「フェミニズムを、ひとりで生きられる方がいいという思想だと勘違いしていたら
悲しいな」とお話いただいたところですが、私たちが「ひとりでも生きていけそう」を
テーマにした理由は、ゼミの中で「ひとりでも生きていけそうって言われたらイヤだよ
ね」と軽い気持ちで言った時、延東さんや井端さんから「えっ！うれしいよ」と言われ
たんです。自分にとって当たり前だと思っていたことが、同じ女性でも当たり前ではな
かった、違う考えがあったこと、また稲津先生は男性ですがジェンダー非対称性がある
ということにも気が付き、多くの人に関係するテーマなのではないかということで設定
しました。
ですから、フェミニズムという言葉から逆算して付けたというよりは、雑談の中から出
てきて、色々な人が“自分ごと”として考えることができるテーマだと思ったことが理由
です。
結婚について、私は最近まで結婚は守ってもらえることだと思っていました。
３年生になって就職活動を始めた中で、「全国転勤の企業に入社すると結婚しづらいの
ではないか。地元に密着した転勤のない企業の方が結婚しやすいのではないか」と色々
と考えるようになりました。守ってもらうことと自分の仕事の選択することって、なん
だかモヤモヤするな、自分のやりたいことを諦めて守ってもらうことになるのかと考え
るようになりました。
私なりの結論ですが、私もバリバリ働きたいと今は思っています。理由は、将来の結婚
相手が、何かつらいことがあり仕事を辞めたいと思った時、｢仕事辞めちゃいなよ」「転
職しちゃいなよ」と言えるくらいの経済的基盤を自分も持ちたいと考えたことです。守っ
てもらえるというより、一緒に過ごしていける結婚ができたらいいのではないかと思っ
ています。ですから「一生お守りします」と言われても最近はキュンとしなくなりました。
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　（上野）もうキュン派じゃなくなったんですね（笑）。
小嶋さんが守られたいと思っていたと言っていたけど、横柄な夫から守られてもイヤな
だけ。お互いに守りあいたい、守られあいたいという関係ができたら幸せだよね。

　（小 嶋）横柄な態度ということで、私のお父さんのことを言いましたが、今は仲良くやって
います。お父さんが自分の価値観を私に押しつけることも過去にはありましたが、父と
母の中でも何度も話し合いを繰り返してきたと思います。年々父も性格が丸くなってき
ました。自分も成長すると共に父も父親として成長したのだと思っています。横柄な父
は、ずっと横柄ではなく、少しずつ変化して一緒に成長してきたと思っていますので、
私は横柄な人とは結婚したくはないですが、何かあった時に一緒に乗り越えて行けたら
と思っています。

　（上 野）今のお父さんへのフォロー最高です。これで小嶋さんのお父さんも安心してシンポ
ジウムを聞いてもらえるね。娘も大人になれば、親も成長します。お父さんはちゃんと
成長した大人なんだね、よかったね。

　（延 東）大きく２点、「女性嫌悪」という言葉をいただいたのと、「父の動きについて」お話
できたらと思います。
私はどこかで女性を下に見ていた。差別していたと。上野先生からの言葉で振り返って
考えると、私は身長が170㎝以上あり、女性の中では高い方なので、周りから「かわいい」

「守ってあげたい」などと言われたことがなく、隣にいる150㎝くらいの子は「かわいい」
「守ってあげたい」などと言われているのを見ていた時、最初はたぶんとても羨ましかっ
たのですが、それがいつからか「守ってもらうなんて」「自分で生きていきなよ」と羨
ましいと思うことがイヤだと思いながら今まで生きてきたと思います。
また、私の父は、母と同じように小学校の先生をしていて、帰るのは母と同じように21
時頃というような生活を送っていました。私は兄や姉と過ごす時間が多かったので、母
が帰っていない時は父もいない、祖父母のところで育ってきたので、ずっと家にいると
いうことではありませんでした。

　
　（上 野）お母さんの「人生いいことなかった」という言葉には、色々な要素がありそうだけど、

どうしたらお母さんのこれからの人生は良くなるんだろう。

　（延東）母とは離れたところで暮らしていますが、週に１度会う時間をつくっています。 
お母さんはいつも「私が生きがい」ということを言葉にします。反対に言うと、出され
てしまいます。私は「私がいなければ母は生きていけない」ことを私が受け止めなけれ
ばいけないと思い込んでしまい、母に思うようなことを言えなかったり、母を常に肯定
してあげなくては、母を救ってあげなければと生きてきました。ですから母の「生きて
いてもいいことない」という言葉を言われた時は、まだ私は何かお母さんにしてあげな
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いといけないのかと思ったり、私の何が足りないんだろうと考えたりしました。
そう考えていたことは、上野先生の著書の中で出会った時、「私だけ頑張る必要はない
んだ。父だったり、兄や姉、色々な人に頼ることが大事だな」と思い、今、私と母の関
係性をまず話してみることから始めようと考えています。

　（上 野）お母さんの人生に責任が取れるのはお母さんだけ、あなたじゃありません。あなたは自
分の人生だけに責任を取ればいいのだから、逃げようと思ったら逃げていい。
でもまず問題をみんなでシェアしようっていうのは、第一歩としてはとてもいいと思います。

　（井 端）私も父のことを少しお話すると、私の父はすごい仕事人間で、家に居る時間が本当
に短くて、私が眠ってから帰り、私が起きる前に出勤していたので、あまり会う時間が
ないという感じでした。
一つ母から聞いたエピソードがあり、母と父は同じ職場で働いていたので、すごく帰り
が遅く、私が幼稚園から帰ったら家には曾祖母しかいない状態が続いていたある日、私
が幼稚園から帰ると、曾祖母が倒れていて、どうしたらよいか分からなかった私は、泣
きながら隣の家に駆け込んで救急車を呼んでもらったということがありました。この出
来事があったことで、母はこんなに仕事だけに全部の力を注いでいたら、自分は本当に
子どもを育てられているんだろうか、子育てはうまくいっているのかすごく悩むきっか
けになったようです。
先ほどのプレゼンでも触れましたが、選民化、私民化という部分に重なると思いますが、
職業に対するコミットメントの大きさの考え方の違いが積み重なった結果、離婚に至っ
たと思います。
このような母の話も、この研究を始めてから聞くようになりましたが、やはりそれでも
耐えて一人で子どもを育ててきた母がずっとかっこいい、憧れだと思っていて、その母
の悲しみの部分にはあまり深く切り込むことがなく、そこを切り落として自分自身が考
えていたんだなと上野先生のコメントで気が付きました。
母もきっと誰かに助けてもらいたかっただろうし、つらいと言いたかったと思いますが、
言えなかったという状況を、この研究を始めたからには、母はすごい、かっこいいだけ
ではなく、「なぜ母がそうなってしまったのか、何が母をそうさせるのか」という部分を、
自分自身の考えも含めて探っていかなくてはいけないと改めて思いました。
婦人会については、確かに婦人会はいらないと思います。ただ、なくなったと思った矢
先、「福祉委員会」という名前に変えて、同じ活動を女性がしていると聞き、何の意味
があるのだろうと思いました。その福祉委員会の主の仕事は多分、高齢者の見守り役で、
それをしなさいと命じられているのは女性たちです。弱い者同士が支え合っているよう
な、端から見るとすごく支え合って生きていて素敵な様子に見えていましたが、その裏
で、誰かが負担を背負い、福祉委員会に入るという選択をさせられてしまっている現実
が見えてきたので、この弱者が弱者のままで尊重される社会というものが、女性のケア
負担を増大させていないかとすごく気になる部分です。
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　（上 野）強制的なつながりではなく、自発的なつながりだったらいいわけですね。ＮＰＯとか、
横のつながりから助け合いのグループを若い女の人たちがつくるといいな。彼女たちも
困ってないわけじゃないと思うので、婦人会はなくなった方がいいけれど、それに代わ
るもっと開放的で自由なつながりが、新しくできたらいいと思います。

　（井 端実優さん）確かにＮＰＯとか私の住んでいるところでは、あまり身近になく、また、
私の出身地は田舎ということもあり、あまりプライベートが守られている環境ではなく、
何かを始めようとすると、良くも悪くも目立ってしまう状況で、あまり動けないという
女性が多く、実際研究のためインタビューをお願いしても断られてしまい、「私から話
すことは何もない」と言われ、意見も言わない、主張もないという女性が多くいます。
そういった環境の中でどうやって横のつながりをつくっているのかは、課題ですしどう
したらいいか悩む部分です。

　（山 田）今、井端さんからも上野先生に質問がありましたが小嶋さん、延東さん、何か上野
先生に聞きたいことはありますか。

　（小 嶋）上野先生の言葉の中に、私が欲張りたいということは当然の権利主張だとありまし
た。私は本当に耐えることが美徳という社会で生きてきたので、その当然の権利主張と
わがままな主張、欲張りな主張の間に何があるのか、その違いは何か分からずにいます。
世の中は我慢している人はたくさんいて、少しの自己犠牲をみんながすることで社会が
成り立っているというふうに思っていました。どこまでは権利主張で、どこからが権利
とは別の主張なのかを伺いたいです。

　（上野）小嶋さん、いい質問です。
わがままと権利主張の区別はどこにあるんですか？
ありません（笑）。
わがままと権利主張の境界線は、その時の社会が決めます。

　
例えば、今、女の子たちが会社で、お茶くみをしなくてすむようになったのは、最初の
頃はわがままだったかもしれないけど、今はしなくて当然になりました、それは私たち
が変えてきたのです。
私がいつも言っていることだけど、女のガマンと自己犠牲が現状を変えないままに続け
てきたんです。
ガマンしない女が現状を変えてきたんです。わきまえない女が世の中を変えてきたんで
す。だからガマンしない女、欲張りな女、わがままな女が世の中を変えてきて、それが
やがて社会全体が当然の権利だと認めるようになってきた。これが現実です。
だから、わがままと権利主張の境界線は引けません。あなたが引くんです（笑）。



61

　（小 嶋）わがままかもしれませんが、我慢せずに欲張って社会を少しでも変える主張してい
きたいと思います。ありがとうございます。

　（上野）一つだけエピソードをお話しましょう。
#Me Too運動が起きました。私はあるメディアのジャーナリストの取材に「女性の受忍
限度が下がったことが原因の一つです」と答えたら、あとでその新聞記事にどう書かれ
たかというと、「女のガマンが足りなくなった」とありました。その通りなんです。女
のガマンが足りなくなったせいで、世の中が変わったんです。

　（延 東）女の我慢というところが、私の母も我慢し続けていたんだなとか、我慢することが
美徳、素晴らしいこと。波風を立たせず静かに暮らすことが生きやすいというふうに思っ
ている女性が身の回りにいることを、上野先生の回答を聞いて、やっぱりそうなんだと
思いました。
私からの問いは、母は「エリート女」という言葉をとても嫌っていました。母にかけら
れる「すごい」や「スマートになんでもこなせる」などの職場の人の言葉は、母にとっ
ては結果しか見ていないイヤな言葉と愚痴のように言ってきていましたが、私にとって
は、言われたい言葉でした。なぜ母はイヤなのか。結果だけを言われて見られても、そ
れも褒め言葉じゃないかと、その母に対しての考え方を変えることができず、それで母
のことに向き合えなかったり、羨ましい部分を母は持っているのに、それをイヤがって
いる姿が、私には受け入れられなかったりということがあります。
エリート女に潜むつらさだったり、生きづらさっていうことをどう考えるべきなのかも
う一度お伺いします。

　（上 野）女性学はこれまで、どちらかというと、不利な立場に置かれた女性たちを中心に研
究してきましたが、ある時、私の学生の一人がこう言いました。

「上野さん、エリート女にだって涙があるのよ」その通りです。エリート女と外から見
える人たちは、人知れぬ痛みや努力や頑張りを抱えてやってきて、それを自分でも無視
したり、他人にも見せないようにしてきた人たち。その人たちの抱えた問題と、不利な
立場に置かれたと思われている女の人たちの問題は、どこか根っこでつながっているは
ずなんです。決して対立しているわけではないのです。そういうことを研究対象にする
のも一つのやり方だと思います。
お母さんとしては、目に見える姿だけじゃないんだ。その陰で自分はどんなにつらい思
いを抱えてやってきたかということを分かってほしいというお気持ちなんだと思う。も
う一つ言っておくと、そうやって自分のつらさや痛みを押し隠して人に見せないように
して頑張って我慢を続けると何が起こるか。次の世代にも同じ頑張りを強いることに
なってしまうんですよ。
私たちはこんな言い方をしています。「女が被害者であり続けることによって、次の誰
かに対して加害者になってしまう」と。例えば、痴漢やセクハラ被害を飲み込んでしま
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うと、同じことが次の世代に起きてしまいます。今私たちの世代の女たちが感じている
のは、こんなことを自分たちが我慢してきたせいで、あなたたちに同じイヤな思いをさ
せてしまった、ごめんなさいっていうこと。そういうことを、やっと上の世代の女たち
が言い始めました。

　（山 田）ありがとうございました。そろそろ時間が近づいてきたので、それぞれ最後に一言
ずつ、上野先生も最後に一言お願いします。
会場にこの３人を指導されてきた鳥取大学地域学部の稲津先生がおられます。立ってい
ただけますか。
稲津先生がみんなを指導してきてくれました。ありがとうございます。
それでは、小嶋さんから最後に一言ずつどうぞ

　（小 嶋）私のありのままの言葉を聞いていただきありがとうございました。そして、上野先
生にたくさんのお言葉をいただきありがとうございました。
当然の権利主張をできるように、わがままに欲張りに主張できる女になっていきたいと
思います。
ありがとうございました。

　（延 東）上野先生からコメントをいただいた際、その言葉が私の中に染みてきて、ちょっと
涙もろくなるところもありましたが、誰かに言葉をかけられたり、誰かのためになる言
葉を言った時に、自分の考えはこうだと気が付けたり、自分はこういうふうに考えてい
ると客観視できる。今日はそのような機会になったと思います。
これからはやっぱり男勝りでタフな、そして人に頼れる人でありたいと思います。
本日はありがとうございました。

　（井 端）このようにみなさんの前で自分自身のパーソナルな部分を出すことはすごく勇気が
いることでした。自分の出身地のマイナスイメージになることをあまり言いたくないと
の思いもありましたが、こうやって自分自身が目を背けてきた部分に焦点を当ててみな
さんの前で話すことで、どこかで「自分の地域とも一緒だな」とか「自分と一緒だな」
と思ってもらえる部分があり、誰かの先に進む一歩につながるのであれば、このまま上
野先生からいただいたコメントを参考にしながら、研究を自分なりに進めて論文を書き
上げていきたいと思います。本日はありがとうございました。

　（上 野）みなさんの話を聞いていて、そうか自己決定・自己責任で強い女として生きていこ
うというネオリベラリズムという名の罠を感じました。自分だけ抜け駆けして強い女で
いようという罠に、今の若い人たち、鳥取大学の学生さんたちもはまっているのかなと
思いました。
ひとりでも生きられるって言うと、私はおひとりさまですから、みんなからひとりでも生
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きられると思われてきた女ですが、おひとりさまでも私はひとりぼっちではありません。
たった今、腰を強打して全くの病人モードですが、助けてくれる人がいっぱいいます。
買い物はしてもらえるわ、お料理の差し入れをしてもらえるわ、宅配便が次々届くわ。
もういっそこのままずっと病人モードでいようかと思うくらい心地いいです。
そうやって考えると、ひとりで生きられるということと孤立するということは違うこと
なんです。

鳥取の課題は、人口減少と少子高齢化です。
理由ははっきりしてます。
若い女が出ていくからです。「こんなところ出てやる」って出ていくからです。
なぜかというと若い女にとって住みにくいからです。
今日、会場でたくさんの人たちが聞いておられると思うけれど、鳥取というところが若
い女性にとって暮らしにくいところだとしたら、女性に自己犠牲と忍耐を強いるような
ところだとしたら、この魅力的な３人のお嬢さんたちは大学を卒業したら出て行っちゃ
いますよ。
地元に留まるのは、地元をよくしたいっていう郷土愛があるからですよね。
今日この壇の上に３人の方たちが立ってくださった。自分のこれから始める人生にすご
く責任を負って自覚的な発言をしてくださった。この３人のとても魅力的なお嬢さんた
ちを、鳥取からみすみす逃すかどうかは、鳥取の皆さん方のこれからの努力にかかって
いると思います。
ですから、私の最後のメッセージは３人のお嬢さんたちにじゃなくて、会場の皆さん方
にお届けしたいと思います。

　（山 田）鳥取看護大学、鳥取短期大学の学生の80％以上は鳥取県出身です。鳥取県の若者を
両大学は引きつけていますので、それは申し上げておきます。
いかがだったでしょうか。３人が自分自身を見つめ、自分の人生を考え、そして…とい
う色々な問題提起をしてくれました。それに対して、上野先生からさまざまな角度から
アドバイスがありました。
今、我々はここ未来中心にいます。こういう若者たちがそうした生き方を模索し、一歩
踏み出したら未来は明るい。
まさに未来中心に彼女たちはいます。それ
に負けずに、我々自身も未来の主人公であ
りたいと思います。
これでシンポジウムを終わります。ありが
とうございました。
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エクスカーション

白壁土蔵群観光（ガイド付き）� 午前コース

10月28日（金）
行程 �倉吉駅9:00発－白壁土蔵群（ガイド付き）－未来中心（会場）11:20－倉吉駅11:30

中国庭園燕趙園と梨狩りと今滝� 日帰りコース

10月30日（日）
行程 �倉吉駅9:00―燕趙園―波関園―今滝―昼食－倉吉駅13:30

大山紅葉と蒜山高原でジンギスカンの昼食と白壁土蔵群� 日帰りコース

10月30日（日）
行程 �倉吉駅9:00―大山まきばみるくの里―鍵掛峠（紅葉）―ヒルゼン高原センター（昼食）―白壁土蔵群（ガイド付き）―倉吉駅16：00

白兎神社参拝（もしくは白兎海岸の夕日鑑賞）と海の幸御膳の夕食� 夕食プランコース

10月29日（土）
行程 �倉吉駅16：30―白兎神社―道の駅神話の里・白うさぎ（夕食）―倉吉駅19：50

鳥取砂丘・砂の美術館・海鮮市場かろいちでショッピング� 日帰りコース

10月30日（日）
行程 �倉吉駅9:00―砂の美術館―鳥取砂丘（昼食）―かろいち―鳥取空港14:00―鳥取駅14:30―倉吉駅15：30
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日本女性会議2022 in 鳥取くらよし　参加状況

北海道・東北地方 8
北海道 4
青森県 1
秋田県 1
福島県 2

中部地方 95
富山県 1
石川県 1
福井県 12
山梨県 39
長野県 2
岐阜県 1
静岡県 5
愛知県 34

不明 13

関東地方 68
茨城県 18
栃木県 8
埼玉県 8
千葉県 3
東京都 25
神奈川県 6

近畿地方 130
三重県 13
滋賀県 18
京都府 30
大阪府 32
兵庫県 15
奈良県 17
和歌山県 5

中国・四国地方 1,696
鳥取県 1,609
島根県 15
岡山県 9
広島県 33
山口県 8
徳島県 12
香川県 6
愛媛県 4

九州・沖縄地方 47
福岡県 26
佐賀県 6
長崎県 1
熊本県 5
大分県 3
宮崎県 1
鹿児島県 1
沖縄県 4

⃝総参加数　　2,057人

⃝都道府県別

⃝性別・年代
男性 女性 無回答 計 割合

10代 2 2 644 648 32%
20代 6 34 40 2%
30代 16 21 37 2%
40代 24 68 92 4%
50代 27 108 135 7%
60代 29 197 226 11%
70代 25 228 253 12%
80代 1 34 35 2%
90代 1 1 0%

無回答 76 134 380 590 29%
計 206 827 1024 2057

割合 10% 40% 50%

⃝分科会等参加者
分科会１ 937
分科会２ 199
分科会３ 171
分科会４ 282
分科会５ 172
分科会６ 160
分科会７ 57
分科会８ 13
分科会９ 53
交流会 224
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倉吉大会開催までの歩み

１　開催決定まで
2017．７　市長と市民対話集会「ふれあいトーク」
　　　　　テーマ：日本女性会議を倉吉で開催しよう！
2018．５　市民を中心に準備会を設立し「誘致に向けての市民の集い」を開催
2018．６　市民準備会「誘致に向けての市民の集い」が2021年大会誘致を倉吉市へ要望
2018．８　2020年開催市である愛知県刈谷市へ次期開催希望申請
　　　　　（2021年は山梨県甲府市に決定）
2019．８　日本女性会議誘致申請応援会の開催
2019．８　2021年開催市である山梨県甲府市へ次期開催希望申請
2019．９　日本女性会議倉吉大会の2022年開催が決定

２　実行委員会
2020．２　準備検討会（全２回開催）
2020．４　実行委員会設立準備会（全５回開催）
2020．９　実行委員会設立総会・第１回実行委員会（全８回開催）
2020．10　各部会活動開始
　　　　　総務部会（全16回開催）
　　　　　企画部会（全９回開催）
　　　　　広報部会（全14回開催）

2021．１　大会シンボルマーク・ロゴタイプを全国公募　
2021．３　大会シンボルマーク・ロゴタイプ決定
2021．９　大会公式サイト開設
2021．10　「日本女性会議2021in甲府」に参加

2021．11　大会プレイベント開催
2021．12　ニューズレター発行

2022．６　大会ボランティア募集開始
2022．７　参加者募集開始（大会申込パンフレット、ポスター発送）
2022．10　「日本女性会議2022 in 鳥取くらよし」開催
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新聞記事

2019年９月４日　日本海新聞
「日本女性会議開催決定」

2020年３月30日　日本海新聞
「シンボルマーク決定」

2021年11月16日　日本海新聞
「大会１年前プレイベント開催」

2020年９月24日　日本海新聞
「実行委員会設立」
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新聞記事

2022年６月１日　日本海新聞
「現地開催決定」

2022年６月29日　日本海新聞
「PRイベント開催」

2022年10月29日　日本海新聞
「大会１日目」

2022年10月30日　日本海新聞
「大会２日目」
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E V E N T
REPORT
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日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし実行委員会

日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし
プレイベント報告書

開催日：2022 年 10 月 28 日（金）～ 30 日（日）

WEB サイト ツイッター YouTube

■発行・編集／日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし実行委員会事務局
　　　　　　　（倉吉市役所生活産業部人権政策課内）
〒682-8633　鳥取県倉吉市堺町２丁目 253-1（倉吉市役所第２庁舎）
☎0858-22-8130　FAX 0858-23-9100
Mail　danjo@city.kurayoshi.lg.jp

倉吉大会の情報は
スマートフォン・タブレット

・パソコンで！

日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし

実行委員長　田中　響

「ともに学び、つなぎ、多様性を大
切にできる社会を」

　このプレイベントは、来年 10 月に倉吉市で開催する「日本女
性会議 2022 in 鳥取くらよし」のテーマが SDGs と重なること
から、男女共同参画センター「よりん彩」と連携し、リコージャパ
ンの協力のもと実施することができました。セミナールームで
行われた SDGs カードゲームは、県内の高校（５校）の協力を

受け、51 名の高校生が参加する楽しい会となりました。持続可
能な社会に向けて、今何ができるのか、高校生ならではのクリ
エイティブで、想像豊かな思考が展開されました。また、参加し
た生徒たちから、知識として知るだけでなく、具体的な解決策
も考えていかなければならないことを意識したという意見が
もらえました。ありがとうございました。
　コロナ禍でもできる、そしてコロナ禍だからこそ考えるそん
な大切な時間となりました。本大会にもぜひ参加いただき、と
もに学び、つなぎ、多様性を大切にできる社会の実現に向け、笑
顔で顔晴りましょう。

SDGs を自分ごとにしよう！
SDGs オリジナルバッジづくり

日本女性会議　倉吉 検索

▲ 鳥取県産の間伐材を利用したバッジに皆さんが思い思いの絵を描きました！



70

第１Ｇ　SNS や、貧困地域をモチーフに
したゲームなどを考え、地域の現状や問
題点を発信する。
また自身でも生きていく力をつけるた
め、自給自足に取り組んだり、仕事をつく
り出したりする。貧困地域ではスポーツ
大会などを開催し寄付集めなども
行う。

現 状 を メ デ ィ
ア で 発 信！自
分 た ち も 自 立
に 向 け て 動 き
だそう！

第 ２Ｇ　仕事の選択肢を広げるため、
SNS での学習や、音声付きの本をドロー
ンで配り、知識を身につける。また、仕事
の少ない地域を人工衛星で探し出し雇用
を呼びかけ、AI を利用して、その人に適
している職業を探すなど即座にマッチン
グできるよう効率化を図る。

ＳＮＳや 音 声
付 き の 本 で の
学 習 で 識 字 率
UP→仕 事 の 選
択肢 UP ！

第３Ｇ　まず、外での活動を増やしリフ
レッシュする時間を作る。そして、地域探
究や農家での学習、ボランティアを通じ
て、外の世界とコンタクトを取ることで、
コミュニケーション能力を高め、屋外で
の活動を促す。さらに、屋外へ興味が湧く
ようスマホを活用して観光地など
を紹介する。

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能 力 向
上 の た め 自 分
で 足 を 運 ん で
学ぼう！

第４Ｇ　外出するきっかけづくりとし
て、農業体験や教育番組の公開収録に参
加・出演をしてみる。温泉巡りで癒やさ
れて体力回復、聖地巡礼などの写真をＳ
ＮＳにアップし、バズらせるなどでモチ
ベーションも回復。外での経験や、身につ
けた知識や考え方を発信し、屋外
へ誘い出す。

農業体験で外で
働くことの意味
を知ろう！

第５Ｇ　子どもたちが安心してご飯が食
べられるよう時短料理や作り置きできる
料理などを有名人に広めてもらう。大人
が安心して仕事できるようベビーシッ
ターを増やし、スマホなどでいつでも子
どもの姿が見えるようにして安心して働
けるようにする。

安心して仕事が
で き る よ う ベ
ビーシッターを
増やそう！

第６Ｇ　会社の中に子どもたちが遊べる
スペースや調理施設などをつくることで
親子で出勤できるなど、子どもたちに
とっても快適な会社をつくる。家ででき
る仕事を増やすために、本やＳＮＳを活
用し情報を集める。

子どもと一緒に
出勤できる会社
をつくろう！

第７Ｇ　ＳＮＳを使って現状を発信し、
それをみんながスマホを使って見れるよ
うにする。それに気がついた有名人に本
を書いてもらい、その本を小中学校など
の図書館に置き、子どもたちにジェン
ダー平等についての理解を深めてもら
う。

有 名 人 の 著 書
で、子どもたち
にジェンダー平
等を知ってもら
おう！

第８Ｇ　共働きをする前段で、結婚しな
い人が増えている。出会いが少ないのも
原因のひとつなので、お見合い大作戦で
結婚する人を増やす。VR で未来を想像
し、色々な会社とコラボするような将来
性のある会社を起業。家事をロボットに
任せるなど余裕のある家庭をつ
くっていく。

ＶＲで 未 来 を
想 像！起 業 で
時 間 に 余 裕 が
持 て る 家 庭 を
つくる。

第９Ｇ　学校を無償化することで子ども
が欲しい家庭を増やす。そして子どもの
面倒を見てくれるロボットや子どもを見
守るドローンが活躍。また親の金銭的負
担を軽減するためにベビーカー等をレン
タルできるようにする。

学校の無償化で
子どもが欲しい
家庭を増やす。
そして子育てロ
ボット登場！

第１０Ｇ　観光客に来てもらえるよう、
文化遺産周辺に地元の材料等自然を生か
した建物を建て、集客と保護を同時に行
う。また、団体旅行客が遠隔で旅行を楽
しんでもらえるよう、文化遺産周辺で有
名ダンサーに来てもらってドローンを
使って撮影しＰＲする。

文 化 遺 産 な ど
を 地 元 の 材 料
を 使 っ て 保 護
しよう！

第１１Ｇ　イベント開催により観光客を
呼び込み、あわせて世界中へＰＲするた
め、LIVE配信する。観光客には入場の際、
チケットと引き換えにゴミ袋を渡し、環
境保全にも協力してもらう。また、野菜
など地産地消のものを販売することで観
光客に楽しんでもらう。

観 光 客 に は チ
ケ ッ ト と ゴ ミ
袋を！

◆ 各グループが検討した課題
１ 貧困をなくそう
先進国の人々が貧困対策のために途
上国で起業したが、そのせいで支援
対象外の人たちの仕事が減り始めた

４ 質の高い教育をみんなに
ｅラーニングが主流になり、ひき
こもりの人が増え始めた

11 住み続けられるまちづくりを
文化遺産・自然遺産の保護を意識
しすぎると、観光客が減り始めた

５ ジェンダー平等
育児休業を取る社員が増えすぎて、
仕事が回らない部署が増え始めた
共働きを促進した結果、子どもを産
みたくても産めない人が増え始めた

②

①

未来はきっと変えられる。
～気づくことで社会が変わる～

SDGs カードゲーム「X」大会

みんなが考えた
アイデアをご紹介！

倉吉農業高校 ３名、倉吉総合産業高校 ２名、倉吉北高校 ２名、倉吉東高校  10 名、倉吉西高校 34 名　　参 加 校

倉吉大会開催まであと１年！

日時　2021 年 11 月 14 日 ( 日 ) 10:00 ～ 12:00
会場　鳥取県立倉吉未来中心
　　　　企画１　SDGs カードゲーム  ：セミナールーム３
　　　　企画２　SDGｓバッジづくり：アトリウム
参加者数
　　　企画１：約 70 人 ／ 企画２：80 人

プレイベントでは、地域の高校生を中心として「SDGs（持続可
能な開発目標）」をテーマに、社会で起こっている様々な課題に
向けた取り組みが相互に影響を及ぼすこと、またジェンダー平
等が多くの課題解決に関係していることを知るため、楽しく学
べる SDGs カードゲームを実施しました。
また、SDGs をわがこととするきっかけとして、オリジナルバッ
ジづくりを行いました。

鳥取県立倉吉西高等学校

教頭　亀井  修平さん

「主体的に考察できる機会をつく

り、『当たり前を疑う』視点を養う」

　次代を担う高校生が、他校の生徒や大人の方々との意見交換

により、互いのアイディアをさらに深め、価値観や先入観にと

らわれることなく、柔軟な発想で問題解決策を打ち出していく

姿を見ていると、未来のよりよい社会を形成していく上で、今

私たちができることは何なのか、特効薬となるものではなく、

SDGs アクションカードゲーム X（クロス）の説明

ゲームの手順

❶ １チーム４～５人で実施
❷ チームが決まったら、ゲームを進めるファシリテーターを決める
❸ ファシリテーターはリソースカードをプレイヤーに２枚づつ配る
❹ ファシリテーターは自分のリソースカード１枚を使ってトレードオフカー
ドに記されている課題の解決に役立つ、面白いアイデアを考える

進行上の約束

❶ 人のアイデアを否定しない
❷ それぞれのアイデアを尊重し、良いところを積極的に引き出す
❸ 誰ひとり取り残さず、全員で協力してトレードオフの解決に全力を尽くす

まとめ

出てきた課題解決のうち、良かったものをワークシートにまとめる

使用するカード

■ トレードオフカード
SDGs 達成のために取り組む
人々が悩んでいる課題が書
かれている

■ リソースカード
課題解決のために有効活用
しうる人・モノ等が書かれ
ている

地道な努力、英知を結集して解決への歩みを進めていくことの

決意と覚悟を感じることができました。

　今後問題解決に向け、より深い考察や検証を重ねていく必要

があるのはもちろんですが、社会の課題を自分の課題として認

識し、与えられる答えを待つのではなく、「当たり前を疑う」

視点を養っていけるよう、生徒たちが主体的に考察できる機会

を創出していきたいと思います。



71

第１Ｇ　SNS や、貧困地域をモチーフに
したゲームなどを考え、地域の現状や問
題点を発信する。
また自身でも生きていく力をつけるた
め、自給自足に取り組んだり、仕事をつく
り出したりする。貧困地域ではスポーツ
大会などを開催し寄付集めなども
行う。

現 状 を メ デ ィ
ア で 発 信！自
分 た ち も 自 立
に 向 け て 動 き
だそう！

第 ２Ｇ　仕事の選択肢を広げるため、
SNS での学習や、音声付きの本をドロー
ンで配り、知識を身につける。また、仕事
の少ない地域を人工衛星で探し出し雇用
を呼びかけ、AI を利用して、その人に適
している職業を探すなど即座にマッチン
グできるよう効率化を図る。

ＳＮＳや 音 声
付 き の 本 で の
学 習 で 識 字 率
UP→仕 事 の 選
択肢 UP ！

第３Ｇ　まず、外での活動を増やしリフ
レッシュする時間を作る。そして、地域探
究や農家での学習、ボランティアを通じ
て、外の世界とコンタクトを取ることで、
コミュニケーション能力を高め、屋外で
の活動を促す。さらに、屋外へ興味が湧く
ようスマホを活用して観光地など
を紹介する。

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能 力 向
上 の た め 自 分
で 足 を 運 ん で
学ぼう！

第４Ｇ　外出するきっかけづくりとし
て、農業体験や教育番組の公開収録に参
加・出演をしてみる。温泉巡りで癒やさ
れて体力回復、聖地巡礼などの写真をＳ
ＮＳにアップし、バズらせるなどでモチ
ベーションも回復。外での経験や、身につ
けた知識や考え方を発信し、屋外
へ誘い出す。

農業体験で外で
働くことの意味
を知ろう！

第５Ｇ　子どもたちが安心してご飯が食
べられるよう時短料理や作り置きできる
料理などを有名人に広めてもらう。大人
が安心して仕事できるようベビーシッ
ターを増やし、スマホなどでいつでも子
どもの姿が見えるようにして安心して働
けるようにする。

安心して仕事が
で き る よ う ベ
ビーシッターを
増やそう！

第６Ｇ　会社の中に子どもたちが遊べる
スペースや調理施設などをつくることで
親子で出勤できるなど、子どもたちに
とっても快適な会社をつくる。家ででき
る仕事を増やすために、本やＳＮＳを活
用し情報を集める。

子どもと一緒に
出勤できる会社
をつくろう！

第７Ｇ　ＳＮＳを使って現状を発信し、
それをみんながスマホを使って見れるよ
うにする。それに気がついた有名人に本
を書いてもらい、その本を小中学校など
の図書館に置き、子どもたちにジェン
ダー平等についての理解を深めてもら
う。

有 名 人 の 著 書
で、子どもたち
にジェンダー平
等を知ってもら
おう！

第８Ｇ　共働きをする前段で、結婚しな
い人が増えている。出会いが少ないのも
原因のひとつなので、お見合い大作戦で
結婚する人を増やす。VR で未来を想像
し、色々な会社とコラボするような将来
性のある会社を起業。家事をロボットに
任せるなど余裕のある家庭をつ
くっていく。

ＶＲで 未 来 を
想 像！起 業 で
時 間 に 余 裕 が
持 て る 家 庭 を
つくる。

第９Ｇ　学校を無償化することで子ども
が欲しい家庭を増やす。そして子どもの
面倒を見てくれるロボットや子どもを見
守るドローンが活躍。また親の金銭的負
担を軽減するためにベビーカー等をレン
タルできるようにする。

学校の無償化で
子どもが欲しい
家庭を増やす。
そして子育てロ
ボット登場！

第１０Ｇ　観光客に来てもらえるよう、
文化遺産周辺に地元の材料等自然を生か
した建物を建て、集客と保護を同時に行
う。また、団体旅行客が遠隔で旅行を楽
しんでもらえるよう、文化遺産周辺で有
名ダンサーに来てもらってドローンを
使って撮影しＰＲする。

文 化 遺 産 な ど
を 地 元 の 材 料
を 使 っ て 保 護
しよう！

第１１Ｇ　イベント開催により観光客を
呼び込み、あわせて世界中へＰＲするた
め、LIVE配信する。観光客には入場の際、
チケットと引き換えにゴミ袋を渡し、環
境保全にも協力してもらう。また、野菜
など地産地消のものを販売することで観
光客に楽しんでもらう。

観 光 客 に は チ
ケ ッ ト と ゴ ミ
袋を！

◆ 各グループが検討した課題
１ 貧困をなくそう
先進国の人々が貧困対策のために途
上国で起業したが、そのせいで支援
対象外の人たちの仕事が減り始めた

４ 質の高い教育をみんなに
ｅラーニングが主流になり、ひき
こもりの人が増え始めた

11 住み続けられるまちづくりを
文化遺産・自然遺産の保護を意識
しすぎると、観光客が減り始めた

５ ジェンダー平等
育児休業を取る社員が増えすぎて、
仕事が回らない部署が増え始めた
共働きを促進した結果、子どもを産
みたくても産めない人が増え始めた

②

①

未来はきっと変えられる。
～気づくことで社会が変わる～

SDGs カードゲーム「X」大会

みんなが考えた
アイデアをご紹介！

倉吉農業高校 ３名、倉吉総合産業高校 ２名、倉吉北高校 ２名、倉吉東高校  10 名、倉吉西高校 34 名　　参 加 校

倉吉大会開催まであと１年！

日時　2021 年 11 月 14 日 ( 日 ) 10:00 ～ 12:00
会場　鳥取県立倉吉未来中心
　　　　企画１　SDGs カードゲーム  ：セミナールーム３
　　　　企画２　SDGｓバッジづくり：アトリウム
参加者数
　　　企画１：約 70 人 ／ 企画２：80 人

プレイベントでは、地域の高校生を中心として「SDGs（持続可
能な開発目標）」をテーマに、社会で起こっている様々な課題に
向けた取り組みが相互に影響を及ぼすこと、またジェンダー平
等が多くの課題解決に関係していることを知るため、楽しく学
べる SDGs カードゲームを実施しました。
また、SDGs をわがこととするきっかけとして、オリジナルバッ
ジづくりを行いました。

鳥取県立倉吉西高等学校

教頭　亀井  修平さん

「主体的に考察できる機会をつく

り、『当たり前を疑う』視点を養う」

　次代を担う高校生が、他校の生徒や大人の方々との意見交換

により、互いのアイディアをさらに深め、価値観や先入観にと

らわれることなく、柔軟な発想で問題解決策を打ち出していく

姿を見ていると、未来のよりよい社会を形成していく上で、今

私たちができることは何なのか、特効薬となるものではなく、

SDGs アクションカードゲーム X（クロス）の説明

ゲームの手順

❶ １チーム４～５人で実施
❷ チームが決まったら、ゲームを進めるファシリテーターを決める
❸ ファシリテーターはリソースカードをプレイヤーに２枚づつ配る
❹ ファシリテーターは自分のリソースカード１枚を使ってトレードオフカー
ドに記されている課題の解決に役立つ、面白いアイデアを考える

進行上の約束

❶ 人のアイデアを否定しない
❷ それぞれのアイデアを尊重し、良いところを積極的に引き出す
❸ 誰ひとり取り残さず、全員で協力してトレードオフの解決に全力を尽くす

まとめ

出てきた課題解決のうち、良かったものをワークシートにまとめる

使用するカード

■ トレードオフカード
SDGs 達成のために取り組む
人々が悩んでいる課題が書
かれている

■ リソースカード
課題解決のために有効活用
しうる人・モノ等が書かれ
ている

地道な努力、英知を結集して解決への歩みを進めていくことの

決意と覚悟を感じることができました。

　今後問題解決に向け、より深い考察や検証を重ねていく必要

があるのはもちろんですが、社会の課題を自分の課題として認

識し、与えられる答えを待つのではなく、「当たり前を疑う」

視点を養っていけるよう、生徒たちが主体的に考察できる機会

を創出していきたいと思います。
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日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし実行委員会

日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし
プレイベント報告書

開催日：2022 年 10 月 28 日（金）～ 30 日（日）

WEB サイト ツイッター YouTube

■発行・編集／日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし実行委員会事務局
　　　　　　　（倉吉市役所生活産業部人権政策課内）
〒682-8633　鳥取県倉吉市堺町２丁目 253-1（倉吉市役所第２庁舎）
☎0858-22-8130　FAX 0858-23-9100
Mail　danjo@city.kurayoshi.lg.jp

倉吉大会の情報は
スマートフォン・タブレット

・パソコンで！

日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし

実行委員長　田中　響

「ともに学び、つなぎ、多様性を大
切にできる社会を」

　このプレイベントは、来年 10 月に倉吉市で開催する「日本女
性会議 2022 in 鳥取くらよし」のテーマが SDGs と重なること
から、男女共同参画センター「よりん彩」と連携し、リコージャパ
ンの協力のもと実施することができました。セミナールームで
行われた SDGs カードゲームは、県内の高校（５校）の協力を

受け、51 名の高校生が参加する楽しい会となりました。持続可
能な社会に向けて、今何ができるのか、高校生ならではのクリ
エイティブで、想像豊かな思考が展開されました。また、参加し
た生徒たちから、知識として知るだけでなく、具体的な解決策
も考えていかなければならないことを意識したという意見が
もらえました。ありがとうございました。
　コロナ禍でもできる、そしてコロナ禍だからこそ考えるそん
な大切な時間となりました。本大会にもぜひ参加いただき、と
もに学び、つなぎ、多様性を大切にできる社会の実現に向け、笑
顔で顔晴りましょう。

SDGs を自分ごとにしよう！
SDGs オリジナルバッジづくり

日本女性会議　倉吉 検索

▲ 鳥取県産の間伐材を利用したバッジに皆さんが思い思いの絵を描きました！
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2022.10.28(Fri)-30(Sun)

くらよし・⿃取の魅⼒を発信！

⼤会概要
■全体会：約 2,000 ⼈
■分科会：企画中（裏⾯参照）
■スケジュール
 １⽇⽬：分科会・交流会
 ２⽇⽬：開会式・全体会・閉会式
 ３⽇⽬：エクスカーション
■場所（主会場）：倉吉未来中⼼

⽇本⼥性会議とは…
1975(S50) 年の「国際婦⼈年」とそれに続く「国連婦⼈の 10 年」を記念し
て 1984（S59）年から開催され、地域が抱えるさまざまな課題に対し、男⼥
共同参画の視点で解決することを⽬的とした国内最⼤の会議。
倉吉⼤会で 39 回⽬となる。

倉吉⼤会の
⽬的・⽅針

⼀⼈ひとりが幸せな社会を築く上での課題
少⼦⾼齢化や性別による固定的役割分担意識とその意識
に伴う⻑時間労働、結婚、出産、育児を機とした離職や雇⽤
形態の男⼥差などの解消

倉吉⼤会で⼤切にすること
■受け継いでいく男⼥共同参画推進の取組み
①性別、年代に関わりなく誰もが参画したくなる⼤会
 （ともに築く持続可能な推進体制）
②地域の課題、特徴等を再確認する分科会とし、男⼥共同
 参画の視点を取り⼊れたまちづくりにつながる⼤会
 （お互いを認め合う男⼥共同参画社会の形成）
③地域の⼥性リーダーの育成につなげる⼤会
 （多様な個性を活かす⼥性の活躍の推進）
■“くらしよし”倉吉の魅⼒発信！
①市⺠が⼤会を通し倉吉の良さ”くらよし＝くらしよし”
 を再認識し、まちの魅⼒を来訪者に PR できる⼤会
 （交流（市⺠・異業種）で伝え合う倉吉の魅⼒）
②⿃取・倉吉の魅⼒発信（⼈・⾵⼟・⾷・⽂化・交流）

JAPAN WOMEN’S CONFERENCE 2022 IN TOTTORI KURAYOSHI

【お問合せ先】日本女性会議 2022 in 鳥取くらよし実行委員会事務局（倉吉市人権政策課内）　℡ : 0858-22-8130 　Mail  danjo@city.kurayoshi.lg.jp
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主催 : ⽇本⼥性会議 2022 in ⿃取くらよし実⾏委員会、倉吉市

【YouTube】【ツイッター】【公式サイト】
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健康とまちづくり
（体験型分科会）

【SDGs】
未来創造コンテスト

性の権利と健康
（DV、性教育等）

女性の活躍

ワーク・ライフ
バランス

防　災 子どもの権利

ネットフォーラム

ＩＫＩＧＡＩ（いきがい）
（よりよく生きる）

9

1 2

4

8

5 6

7

3

1 倉吉大会の男女共同参画推進の役割

2 男女共同参画の視点で地域課題の解決策を探る分科会

■ ジェンダー平等の発信
■ 世代を超えた持続可能な推進体制の構築
■ 女性リーダーの育成
■ 多様なライフスタイルに対応する「ワークライフバランス」の促進
■ 子どもたちの命と未来を考える

3 倉吉大会後の姿は…

男女共同参画の視点で、ニーズの違い 
に対応できる体制づくりや地域の災害
対応能力を強化する取り組み
多様な個性を活かす女性の活躍

■ 

■ 

ジェンダー・バイアス・フリーのまちづくり

※2022 年 7 月20 日現在の情報であり、今後変わる可能性があります。

ACCESS GUIDE

倉吉市米子市 倉吉市鳥取市

岡山市

大阪市広島市

倉吉市

約３時間 30 分 約３時間 30 分

約 50 分

約３時間約３時間 30 分

約 40 分

約 30 分 約 30 分

40
分

ＪＲまたはマイカー

※JR はいずれも特急利用の場合

▶倉吉市へのアクセス

三朝温泉

至鳥取

至 R9

小鴨川

・
倉吉市役所
打吹公園

赤瓦・白壁土蔵群

主会場へのアクセス

【主会場】

鳥取県立倉吉未来中心

無料駐車場完備

〇JR 倉吉駅から
車で 10 分

〇三朝温泉から
車で 13 分

JR 倉吉駅
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参加者アンケート結果

１　日本女性会議への参加は今回で何回目ですか？

２　大会全体について

３　分科会について

初めて ２回目 ３回目 ４回目 ５回目以上

130 21 21 13 42

　２日目のイベントはどれもこれも驚かされるすばらしいもの。皆さんが感動されていまし
た。打吹童子ばやし、特別支援学校ダンス、傘踊、フラダンス、久しぶりに私たちも鳥取の
文化に触れることができました。

　高校生、大学生達が中心になってのステージ進行、それを支える大人の姿が垣間見えた
大会でした。今までの大会と違って時代の進化が見えました。やはり対面開催は良いですね。

　記念シンポジウムにおける20代の女性の考え、生き方の話をうかがい、今までの自分の生
活、考え方に改めて重ねて考えてみることが出来ました。そのうえ、上野先生の説得力のあ
るお話を聞けて本当に実のあるものでした。

　アトラクションはどれもすばらしかったです。会場全体がひとつになって本当に楽しめま
した。ボランティアさんたちにはお世話になりました。案内も、片付けも、あいさつもすべ
てにおいて気持ちよく参加させていただきました。高校生さんが作ってくれたお弁当はとて
もとてもおいしかったです。ボランティアの方も若い方が多く、未来、男女共同参画の未来
は明るいのではと希望を持たせてもらえるすばらしい大会だと思いました。

　特別講演（トークショー）がジェンダー平等の内容があまり含まれてないように感じた。

分科会１

持続可能な社会を実現するための高校生の未来に向けた取り組みはいずれも
堂々とした発表であった。自分たちの課題は足元からエビデンスのある提案
が心に響いた。司会進行の2人が自分の言葉で語り場を和ませた。若者の真
剣な発表に感動した。

高校生たちならではの若くコミカルな雰囲気で楽しみながら聞くことができ
ました。また、ただ発表をきくだけでなく、アドバイザーの方から言葉があり、
そのことに刺激を受け、さらに発表の内容について考えることができた。

分科会２

女性にできる避妊が日本では非常に遅れていることをもっと社会に知らせて
いかねばならない。小学校での性教育が10年前よりあまり進んでいない一方
で、もっと教育現場と行政が話し合って進めていくべきという熱い意見に力
をもらった。

性は秘める事ではなくオープンに話せる社会になったら性犯罪は少なくなる
と思った。その為には小さい時からの教育が大事な事だと思います。
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分科会３

長時間あきることなく、自分の「ＩＫＩＧＡＩ」を新たに進む更なることに
つながりました。キーワードの選出から考える、キッカケ文章組立学習につ
ながりました。

「わたしがたり」という、自分の生き方や何を生き甲斐に生きていくかとても
参考になり、自分にとって何が大切か確認できて有意義でした。夢中になっ
てしまいました。80年生きて、何を大切にしてきたのか、しっかり生きたの
か今日から新たな生きがいをつかみ悔いなく生きる心構えができました。

分科会４

何か事が起こった時に支え合えるようになるためには、日頃から人との関わ
りをもつこと。自分が助けを求められたとき、自分が助けることができなく
ても、他の人に助けて欲しいと伝えることができる。次世代へ人との繋がり
をつなげていきたい。

色々な分野からの提案で元気をいただいた。男女に関係なく、一人の人間と
してどう生きるのかであると改めて思わされた。一人ひとりの意識改革が大
きな改革につながる。身近なところからまずは、自分が…行動をする。

分科会５

防災士をしています。障がい者、医療的ケア児の避難所での気遣いの学びに
なりました。

予想したよりはるかに重い内容で受け止めるのが精一杯でした。「私」に出
来る具体的取り組みは、普段の声かけ、交流、関心という基本の基を確認し
直しました。

分科会６

いろいろな人がいることはあたりまえだという木村さんの思いのパワーが伝わ
りました。自分自身の差別する心を見つめることができ、差別しない社会を作
るには、まず自分の心と向き合うこと、自分の言動を見つめ直すことが大切だ
と思いました。そのことで傍観者にならずにすむのでは？と思いました。

木村先生の講演も、子どもへの地域の愛情が感じられる素晴らしいものでし
た。実践の力が素晴らしかったです。従来のパネルディスカッションも、短
くコンパクトにまとめてくださって、とても分かりやすく感じました。

分科会７

まだまだ私にとっては手の届かない世界です。しかしアバターを日常生活の
中でごく普通な世界が手の届くところにあるという感覚を得ました。

想像とは違った予想外の内容、進行でコメンテーターの方々のコメント、進
行もすばらしくデータもとても参考になり、アバターのことにアンコンシャ
スバイアスのないこれからの時代として見れそうです。この分科会を選択し
て役に立ちました。これからの男女共同参画の進め方を見直せました。

分科会８ 第８分科会は実習がありました。子供たちに対する教え方が学べました。

分科会９

天候にも恵まれ、近くにいながら初めて見る風景でした。竹灯籠も記念にな
りました。

ウォーキングや資源（竹）の活用といった視点から地域性に触れる体験とな
り良かったです。
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後援・実行委員会

【後援】
内閣府／文部科学省／厚生労働省／鳥取県／鳥取県教育委員会／倉吉市教育委員会／鳥取県市長
会／鳥取県町村会／鳥取県市議会議長会／鳥取県町村議会議長会／鳥取大学／学校法人藤田学院
鳥取看護大学・鳥取短期大学／公立鳥取環境大学／朝日新聞鳥取総局／ＮＨＫ鳥取放送局／ (株)
新日本海新聞社／産経新聞社／毎日新聞鳥取支局／山陰中央新報社／日本海テレビ／ＢＳＳ山陰
放送／テレビ朝日鳥取支局／共同通信社鳥取支局／時事通信社鳥取支局／日本海ケーブルネット
ワーク株式会社／中国新聞社鳥取支局／公益社団法人とっとりコンベンションビューロー

【実行委員会等】
　◆大会長　　　　　倉吉市長　　広田　一恭
　◆実行委員会
　　・実行委員長　　田中　　響
　　・副実行委員長　大月　悦子　　小林　健治
　　・監事　　　　　柴田　耕志　　吉田　孝宏
　　・委員　　　　　道前　　緑　　笠見　　猛　　筏津　充代　　竹尾　征二　　楠本知恵美
　　　　　　　　　　山口とも子　　竺原　晶子　　廣谷　静枝　　蔵増　保則　　向井恵美子
　　　　　　　　　　松井せき子　　名越　宗弘　　藤井　一博　　小椋　博幸　　谷田　富穂
　　・オブザーバー　蔵求　康宏　　権田　正直　　丸山　堅一　　
　◆部会（◎は部会長、○は副部会長）
　　・総務部会　　◎松井せき子　　小林　健治　　山口とも子　　柴田　耕志
　　　　　　　　　○谷田　富穂　　井中　玉枝　　田栗　　進　　戸崎　隆之　　能見　和代
　　　　　　　　　　平林智恵子　　福田　京子　　吉田　孝宏　　涌嶋　祐子
　　・企画部会　　◎竹尾　征二　　田中　　響　　筏津　充代　　楠本知恵美
　　　　　　　　　○道前　　緑　　竺原　晶子　　澤田　祐一　　土居裕美子　　長岡絵里佳
　　　　　　　　　　中原　　都　　林　るみ子　　平野　裕美　　増田　孝二　　箕浦　計江
　　　　　　　　　　山中　珠美
　　・広報部会　　◎廣谷　静枝　　大月　悦子　　向井恵美子　　木口奈緒子　　高木　敦子
　　　　　　　　　　谷口いづみ　　徳丸　瑠里
　◆分科会運営メンバー（◎はリーダー）
　　・分科会１　　◎土居裕美子　　岡野　祐一
　　・分科会２　　◎竺原　晶子　　繁原　美保　　小椋　美佳　　竹内　伸子
　　・分科会３　　◎山口とも子　　内山美由紀　　河野　敏枝　　山増　博通
　　・分科会４　　◎澤田　祐一　　大月　悦子　　池田　憲介　　増田　孝二
　　・分科会５　　◎筏津　充代　　林　るみ子　　川口　　誠　　林原　香里　　吉田　綱司
　　・分科会６　　◎楠本知恵美　　山下　千之
　　・分科会７　　◎長岡絵里佳　　草田　敏生　　中口　諒子　　田栗　　進　　高木健治郎
　　・分科会８　　◎平野　裕美　　山中　珠美　　山本美保子
　　・分科会９　　◎竹尾　征二　　中原　　都　　箕浦　計江
　◆その他ボランティア　140名
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協賛・寄付

協　賛

アーク学院
学校法人愛知学院
株式会社アオキ建設
株式会社アグリ東大山
旭ビル管理株式会社
株式会社あさひほーむ
株式会社アピオン
株式会社荒谷建設コンサルタント

  倉吉事務所
アンジン株式会社
有限会社生田調剤薬局
株式会社石谷精華堂
医療法人石津クリニック
有限会社石前建設
井戸垣産業株式会社
株式会社いない
株式会社井中組
岩世自動車株式会社
岩本建設有限会社
株式会社ヴィス・コーポレーション
ウォーキング・ギア 2001
打吹建設株式会社
医療法人瑠璃風会うなてクリニック
合同会社URAKATAYA　
株式会社笑顔創造カンパニー
FDK株式会社
株式会社エナテクス
有限会社大柄組
有限会社オークランド
大谷酒造株式会社
医療法人岡空小児科医院
株式会社小鴨
医療法人岡本小児科医院
オグラ建設株式会社
有限会社小倉興産
おさき社会保険労務士事務所
オッペン化粧品　山陰営業所
三徳山 皆成院
有限会社がいそう屋MORAN
医療法人清和会垣田病院
株式会社かぎろい
株式会社懸樋工務店
有限会社加藤調剤薬局

有限会社匠セイク合同設計
有限会社昇和設備
味処 進
社会医療法人仁厚会
新陽電気株式会社
有限会社杉本地所
全国友の会 鳥取友の会
有限会社総合損保ヤタカ
損害保険ジャパン株式会社 

  山陰支店 鳥取支社
有限会社損保コンサルタント牧田
第一生命保険株式会社鳥取支社
大岳院
大樹生命保険株式会社山陰支社
大山乳業農業協同組合
株式会社ダイナム
大和設備倉吉株式会社　
宝製菓株式会社
有限会社タケオフェンス工業
有限会社タナカ建材
有限会社谷本工業
株式会社中海葬儀社
中国電力ネットワーク株式会社
株式会社中電工
中部コンタクトレンズ21
社会福祉法人中部福祉会
長徳寺
千代むすび酒造株式会社　
チロル洋菓子店
辻田耳鼻咽喉科医院
てぬぐい工房らっぷ
有限会社寺本商店
鳥取科学器械株式会社
株式会社鳥取銀行
一般財団法人鳥取県観光事業団
株式会社鳥取県倉吉自動車学校
社会福祉法人鳥取県厚生事業団
学校法人鳥取県自動車学校
鳥取県信用保証協会
とっとり建設☆女星ネットワーク
鳥取県中部森林組合
鳥取県農業協同組合中央会
鳥取信用金庫
鳥取中央農業協同組合
医療法人社団鳥飼内科

兼田石材有限会社
賀茂神社
株式会社カンダ技工
木天昌明税理士事務所
株式会社Giveseed
株式会社グッドスマイルカンパニー
株式会社クラエー
有限会社倉繁歯科技工所
倉吉エナジー株式会社
倉吉銀座商店街振興組合
倉吉市自治公民館連合会
倉吉商工会議所
倉吉信用金庫
倉吉男女共同参画推進会議
倉吉中央ロータリークラブ
倉吉東ロータリークラブ
倉吉ロータリークラブ
クリーニング毎日屋
有限会社ＫＳネットワーク
コインランドリージャブ
（有限会社第一プロパン瓦斯商会）
株式会社高野組
社会福祉法人こうほうえん
高齢社会をよくする会くらよし
国際ゾンタ26地区エリア４AD

  三宅　信子
国際ゾンタ SEN姫路ゾンタクラブ
寿ホームズ株式会社
こどもアド・カルチャー
小林薬局有限会社
齋藤　友紀
有限会社酒井建設　
有限会社境港板金
株式会社山陰合同銀行
株式会社サンクス
サンクス
三光ホールディングス株式会社
サンテラス税理士法人
サントリープロダクツ株式会社　

  天然水奥大山ブナの森工場
有限会社サンパック
三洋株式会社
株式会社ジーアイシー
医療法人社団汐咲会 井野病院
宗教法人定光寺
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株式会社中井脩
有限会社中江組
中山精工株式会社
社会福祉法人 和 白壁倶楽部
株式会社ニシウラ
西倉運送有限会社
株式会社西田製作所
西谷技術コンサルタント株式会社
医療法人社団 日翔会
医療法人新田内科クリニック
ニューウェーブ電視館

（有限会社イワマ商会）
野田外科医院
ハクジュプラザ　河北店
長谷寺　
花池デンタルクリニック
浜吉歯科クリニック
株式会社原商
株式会社バルコス
有限会社パルス建設
バンケット＆ウェディングchou chou
ビューティハヤシ
株式会社フィディア
株式会社フカヤ
福井土建株式会社
福嶋整形外科医院
有限会社フジイ総合設計事務所
藤井たけちか内科
学校法人藤田学院
有限会社不動
株式会社ベルシステム
株式会社ホテルセントパレス倉吉
株式会社MagicPlus
株式会社MASUDA
医療法人松井眼科クリニック
有限会社松井商店
医療法人まつだ小児科医院
有限会社松本酒店
有限会社美柑組
三井住友海上火災保険株式会社

  山陰支店 鳥取支社
株式会社みつわ安全機材

寄　付
内田　貞子　　岡本　達也
小畑　晴美　　門脇　邦子
上小鴨地域つくり協議会
合同会社貴宝堂　
クラーク法務事務所 藤田義彦
蔵増　保則
倉吉市肢体不自由児者父母の会
倉吉市役所職員有志
倉吉舎　　　　栗原　隆政
小林　健治　　小林　知子
小林　憲充　　言水　博栄
齋藤　和子　　C･S･P.太陽の家
杉本　照代　　有限会社たいら
学校法人中央高等学園専修学校
TIROIR　　　 道前　緑
鳥取県男女共同参画をすすめる
ネットワーク前会長　相見　寿子

中江ひろみ　　長田　昭人
西尾　浩之　　日南振興株式会社
野津　伸治　　橋谷　甚之助
濱口　国彦　　深田農園
福井　靖子　　有限会社福岡組
福本　圭吾
税理士法人松本会計事務所
松本　典子　　三沢　英貴
宮本　京子　　山口　大祐
山田　修平　　山下　千之
山根　　誠　　山本　紘一　　　

（敬称略）

湊屋石油株式会社
株式会社ミナミコーポレーション
社会福祉法人みのり福祉会
特定非営利活動法人 未来
有限会社向井組
株式会社明治製作所
株式会社目久美
森・齋藤税理士法人
土地家屋調査士森本和彦事務所
モリモトクレーン
医療法人社団森脇クリニック
薬膳食堂犬狭
有限会社安本設計事務所
有限会社山建運輸
やまこう建設株式会社
有限会社ヤマサ食品
山本印刷株式会社
株式会社ヨシダ
株式会社吉田塗装店
吉村産業株式会社　
一般財団法人米子市文化財団
米久おいしい鶏株式会社
ライフケアくらよし
株式会社ライフデザイン
リコージャパン株式会社 鳥取支社
リバース有限会社
流通株式会社
合同会社ローディーネット

（196企業・団体）（敬称略）

企業版ふるさと納税による寄付
株式会社井木組
尾池工業株式会社
株式会社共栄組
株式会社新藤
ソレックス有限会社
株式会社チュウブ
株式会社東郷電機製作所
鳥取福間商事株式会社

（敬称略）

大会の趣旨にご賛同いただき、たくさんの協賛・寄付をいただきましたことに心より感謝申し上げます。
※ご本人の希望により氏名を掲載していない方もいらっしゃいます。
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